
第 7輩 検査問題の考察ー(結果の検定〕

7.1 検定のための再抽出

結果の検定をおこなうために3 各学年約900名の第一次械*からそのメの約

450名の第二次擦;;i立を抽出し，約450名の第一次際本について検定をおこなっ

た。第二次標本の抽出は各学校の各学年毎に3 冗室長名簿から3 アトランダムに

抽出した。この第二次標本が3 第一次i察本の代表として適しているかどうかを

みるために3 平均と分布状視を比較してみた。その結果はs 第 7.1表のように

まとまった。これを考察すると，概括してつぎのことがいえる。

① 第一次標本と第一次標本の分命ーはきわめて類似している。

②第一次標本主第二次標本の平均の差は微小である。

そこでこの二つについて3 第二次桜木が第一次謀本にどの湿度適合している

か3 適合度の検定を行ってみることになる。

① 分布について

観測による二組の度数が，;lbる理論的度数に対応する一定の母集団から抽出

されていることが，検定の結果明確になれば，この二組の度数はその検定につ

いて適合性がみとめられたことになる。

そこで，{J'}一検定を行 うこと とした。

第一次標本分布 a1より理論分布，al1=a' X三宝しを求め，迎合度を測るもの
押1

としての統計量:r;2を計算すれば3 このががOならば理論値之の完全な一致を

示し，それが大きくなればなるほど不一致の程度が大きいこ 主を示す。そとで、

このような突験を何回かくりかえし， その標本のお2を計算して相対度数表に

分類すれば，X2のいろいろな値の範囲がそのような笑験のなかにららわれる確

率を知るととができる。今の場合第二次標本分布日2のが の値を求め2 それ以

上の [1;2の値が得られる確率を x2一分布表から求めれば，その確率が高ければ

高い程，この程度のがの低は偶然としても3 しばしばららわれることになれ

二つの標本分布が適合しでいるとい うことができるわけである。
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それぞれの学年のが一検定の結果は第7.2表のとおりである。この結果から

第二次標本は危険E容を 5%にとれば第一次標本によく適合していることがいえ

る。

第 7.2表 x2ー 検 定

I IJ、4年 | 小 5年

平均の差について

第 7.1から平均の差を求めると 3 その差は 0.3~ 0.8の1包囲内におさまって
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いる。これはきわめて小さな数値であるのでこの点についても第二次標本は，

第一次標本に巡合しているといい得るc

以上の結果からs 第二次標本は第一次標本の代-衣として適合していると息わ

れるのでp 第二次標本によって，各種の検定をしても，意味あるもの之いえよ

う。

7.2 標本の抽出検定

7.2.1 抽出の 精 度

本テストをおこなった標本児童生徒〈第一次標本〉について抽出の精度を調

べるとつぎのようになるの

標本平均の分数を

o ~==主ニfL . 1? として精度εを変異係数であらわぜば
;1; - N -1 n <- V '-) 

ε_ ox . /育-=n--l- s 
-x VNてl'n . x 

となる。これによると Eは第7.3表のようになる。

したがって，この精度はきわめて高いということができる。

第 7.3表 抽出 の精度

N n z S 

小 1 年 71，390 9∞ 62.~ 27.76 

2 年 69，878 904 112.9 ・ 32.97 

3 年 72，157 間2 150.6 32.13 

4 年 40，557 886 39.9 15.05 

5 1:手 日，902 895 48.1 15.67 

6 年 59，486 902 53.0 16.02・

中 1 年 901 6.93 14.65 

2 年 印，225 896 44.1 16.15 

3 年 55，839 894 48.4 16.39 
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7.2.2 抽出の検定

I 児童生徒の保護者産業分布

児童生徒の保護者の産業分布については2 本研究所昭和25年10月5日現在で

金数調査をした資料がある。一一研究紀著書第一集，学力検査問題作成について

の標本調賓法一一 。しかし，その後3 新潟県の産業構成はかなり変動している

ものと思われるし，したがって3 保護者の産業分布は当然変化して来ている筈

である。それにしても3 ここ5，6年聞に3 根本的大変動があったとは認められ

ない。そこで，おおよその傾向をみるために3 標本児童生徒の保護者の産業分

布し上記の資料にもとづく全県の児童生徒の保護者の産業分布とを比較する

わ 7.4第表のようになる。ただし，全県の全数誠亮資料は， 4， 5， 6年につ

いてだけしかないので3 こまかな比較はしなかった。

第7.4表 会県と第=次標本の保護者産業分布の比較

てご一一写許干 1 trf1 --L.. r... -h- I 全
"'-- "/J布 1-一一 標木分布 !県
項~目 ~一月別別別ドい門j九L年引12 年引13 年引14 年l 5 年引I6 年引Ir

P
1年引I2 年判13 年引1 ~完Z 

第一次雄産蹴業 必心3到I48~51 必 d ω凪叫凶.;到::| d d 5品4|5弱6; 臼

第二次雌瑳策 1 則 勾」 削 16.悶91 川 珂削叫4J! 155g! 1584| 148 沼 4

第三次産業 |判別 31.8' 31.0 332 28.61 28.8 28.2 

この結果をみると第一次標本は，抽出された全県の代表と T~J定して差っかえ

ないようである。

E 担任教師による国語評価の分布

国語科学力*，主として読解カについての，担任教師の五段階評価を収集し

たのでp その分布をみると第7.5表，第7.1図のようになる。
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第7.5表 担任教師による学カ評価の分布表
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この分布曲線を通覧すると，だいたい中央が尚く，河端が低くなっておりか

なり，1F.常分配曲線に近いものもあるので抽出が妥当であるといえる。

7.3 検査 問題 の検 定

7.3.1 妥 当性の検定

l 得点分布告i曲線の正規性について

7'ストの妥当性の上から考えると，得点が分社i曲線の両端のいずれか一方へ

かたよりすぎているのは好ましく伝い。テストの妥当性の検定にはs 内容的妥

当性L 統計的妥当性の二面がある。

内容性妥当性についてはs どの分野を測定しようとするかというテストの目

標に照して，その妥当性が検討さるべきであるが，この点については，すでに

前に， 問題作成の立場2 二Ij~，留意点および作成の過程などの項で述べた。目

標達成には慎Z宣伝配慮をしたつもりでああ。

いまここでJ 得点分布曲線を問題にするのは3 統計約妥当性の点からであ

る。妥当性を検定する外部基準 fクライテ Pオン)のひとつとして知能テスト

との相闘をみる方法が用いられるが，直接資料は用意してない。そこで，前節

-7 
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め表に示した担任教師による国語科学力の成績評価と，テスト成績の相関をみ

る方法がとり得る。

そこでまず， テストの結果を度数分布表および度数分布図にあらわせば第

7.1表および第7.2図のようになる。

第 7.2図 テストの特点分布図

IJ~学絞 1年生

小学校4年生

.. 
，. 

中学校 l年少

"目
l ノ~

jjド~.\:: • 
UU35J1ZZ 

Jj母校2制 ヲ

10，( 
コ/¥ 

り./ ¥ 
LiU2552よZ

小学校ー5年生

~'r一 人
]/  ¥ 
S LJイ '¥，_
UJiZ225 1LZ 

rl'~学・校 2 年生

~_r-〈
]~" 

~ D~ \ 
LlJi 2 23JZよZ

1)母二校3年生

"[ハ
何| ，/ ¥ 

sν¥  
uuzszzz z 

IJ、学校6年生

，。

却

"学校3年生

これらの曲線について， その正規性を検定した3 まず得点の相対累積度数を百分

率に直して確率線上にプロットすると，第 7.3図のようになる。 これがー直紘とに

ならべば正規分布会することになるわけであるが，観引によって， これらの点の最

これから理論度数をもとめ

た。この度数と，実測の度数とのくいちがいをYate3の補正をおこなって，.l:ー検

これを理治的E周分布と考えsも近くに直棋を引きs

定をしたものが，第 7.6表である。
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この結果についてみると小学2年1 5年，巾学2年について正現性がみとめ

られる。他のものは正現性はみとめられないが，だいたい中央が高く両端が低

〈なっていて，この検査問題の妥当性を阻害するほどにかたょったものではな

いと思われる。全体からみて「応妥当性があるとみとめてし刈、ょうである。

E 上位学年と下位学年との正答率の比較

上位学年の正答率が，下位学年の正答率よりも高ければ，その問題は妥当性

があるといえる。このテストの構成は，三学年共通問題となっているので，そ

れぞれの問題の正答率を比較し，その有意性を検定してみると?妥当性の検討

が正確に行なわれることとなる。第7， 7.表はその結果を示したものである。

(ただい紙数の制約上，数量の多い小学校低学年用のデーグはのせることが

困難であった。高学年も全体の約7fにとどめた。〉

有意性の検定はつぎの方法によった。

いまある問題に対して二こ学年の正答率の差に有意性があるかどうかをみる

ため，その問題に対してそれぞれの標本児童生徒が抽出されたと考九られるこ

っの集団を想定し，おのおのの位集団正答率をそれぞれPlP2とする。また標

本児童生徒の正答率を P'l山人数を n1D2とすれば DlD2が十分大であれば

標本百分率(正答率〉の差P/l-P'2は近似的に，

平均 mP'1_p'2=P1-P2

標準偏差 σ約一P'2=J巴s.~， + P:_Q2ただし qj =1-Pi (i=1，2・・・・〉
'v nl' TI2 

なる正規分布をする。このとき DP，>5ならば正規曲線による近似は応用上

満足すべきものであるといわれている。

したがっていまある問題について二こ学年の学力を弁別する力がないという

仮説宏たでれば， Pl=P2=Pとなり，二つの.母集団は等しいと考えられるから

p/-P/2 f'1 

平均 mP'l- p'2 = 0 

標準偏差 σ山一円= J U，卜些ただし q=1-p• - 'V nl n2 

なる正規分布にしたがう。
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Pはこの (n1十n2)人が抽出されたと考えられる母集団から，ある一人が無

作為に抽出されたとき，この問題に対して正答する確率である。pの推定値と

して二こ学年をーまとめにすると，このか1+n2)人のこの問題に対する正答

率は包P}ム:2的となる。したがって P/I-P'2は

~ 均 O

標準偏差σ.'1一円

/ 01 P'2+n2 P'; (. DIP' + 112P'2¥ nlP'1十日2Pら(. nlP'] 十 n2P'~\
=有/----ri;芋:U;----¥ 1 ----n;-芋百。一) • -2;芋百;-¥ 1一一百;石;-1

Y ‘ 一一二ー十 --， . 

nl D2 

ここで近似的に n1=n2=500とすれば

σ.'1γJ与旦(1一旦ヂ)+ヰ並(1ー与些)
F∞ 5∞ 

=J宅戸
なる正規分布にしたがうことになる。

放に δ=0p'l_p'l とおくと 近似的に

となるから

Pr {¥P'1-P'2¥>2o}く0.05

pr {¥P'l-P'2¥>3o}く0.01

← ー 且ヂとする)

I P'1-P'2 I 
Ip'l-P'21>2oすなわち一 d一 >2ならば5%の危険率で

Ip'I，-P'21 
¥P'l-P'11>3oすなわち ←-d-一 >3ならば1%の危険率で

仮説は紫却され，その差は有意となる。

たとえば p'1=0.70 p'2=0.60とすれば

¥P/1-P'2¥ = 0.10 

sイヂ(1ーヂ)

=1豆蚕豆
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0.0301 

故に
くP'j-p'2) 0.10 
-ーす一一一=可.0301

= 3.3 > 3 

となるから，両者の差は危険率1%で有意となる。このようにして検定した

結果が第7.7表である。.

第 7.7表 (1) 問 題毎正答率学年比較

(小4.5. 6年) C注〉紙数なきため抜粋

おぞ~I 4年叶 5 年 P2I 6年 PSI Pz - Pj I P3ー P2I PS - Pj 

70.6 75 .. ， 83.1 5.0x 7.ラx 12.5X X 

3 91.0 92.6 93.5 1.6 0.9 2.5 

5 84.8 92.0 92.2 7.2x x 0.2 7.4X 

l 7 54.3 67.8 77.6 13.5 X X 9.8x X 23.3x X 

9 80.1 76.5 84.4 -3.6 7.9x X 4.3 

11 69.5 74.9 75.1. 5.4X 0.3 5.7x 

-ー

13 39.4 51.6 雪8.9 12.2x x 7.3X X 19.5x X 

15 54~7 68.6 72.9 13.9X X 4.3 18.2x x 

17 40.4 52.5 60.7 12.1 X X 8.2x x 20.3x x I 

19 23.7 52.3 61.6 28.6X X 9.3x x 37.9x x I 

21 20.6 35.3 48.1 12.7x x 14.8x x 27.5X x 

部 :3 14.9 22.6 l' 37.9 7.7x x 1ラ.3xx 23.0x X 

25 .4.9 9.4 16.0 4.5x 6.6X 11.1 x x 

27 4.5 6.9 14.5 2.4 7.もxx 10.0X X 

29 3.3 3.4 10.0 0.1 6.るxx 6.7x X 

(小 4.5. 6年〉

市之町 4年 P!I 5年 PzI 6年 九 Ip宝 - Pj I Ps - Pま|九一 P

9.6X X 20.1 X X 

4 ち.7.'1 56.8 63.2 I -0.4 6.4x 6.0X X 
2 6 50.0 71.1 82.5' 21.1 X X 11.4 X X 32.5 X X 

8 48.2 58.6 67.6 10.4x X 9.0X X 19.4X X 

10 51.1 71.8 79.8 20.iX X 8.0x x 78.7X X 

12 46.2 63.8 75.6 17.6X x 11.8 X X 29.4X X 

14 31.7 40.3 64.1 8.6X X 23.8x x 32.4X X 

部
16 34.2 45.0 51.7 10.8X X 6.7X x 17.5X X 

18 26.0 33.3 42.8 7.3x X 9，5x X 16.8x X 

20 23.1 34.2 48.8 11.1 x X 14.6X X 25.7X X 
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。i、4.5. 6年〉

tIlJ品々~ 4年叶 5年叫 6 年 P3I P! - P1 I P3 - P! P3 - P1 

1 61.8 68.0 74.5 6.2X 6.5x 12.7x x 

3 66.5 81.7 80.9 15.2x x -0.9 14.4x x 
3 

5 65.4 72.7 78.7 7.3x X 6.0x J:).~ x x 

7 44.6 63.5 71.8 18.9x x 8.3x x 27.2x X 

9 47.7 59.3 70.5 11.6x X 11.2x X 22.8x x 

11 43.0 51.7 63.2 8.7x x 11.5X X 20.2x x 

13 38.0 49.2 ラ0.6 11.2X X 1.4 

制i
15 45.9 53.0 60.8 7.1x x 7.8x x 1.4.9x x 

17 27.4 39.1 47.7 11.7 X X 色ゐxx 20.3x X 

19 17.6 20.6 22.0 3.0 1.4 4.4 

〈小 4.5. 6年〉

両訟芝~I 4 年 叫 5年 P2I 6年 P3I P2 - P1 I P3 - P2 I PS - P1 

1 87.1 92.6 92.5 5.5x -0.1 5.4X 

3 73.1 82.6 88.5 9.5x x 5.9X 15.4X X 
4 5 71.3 77.4 81.2 6.1X 3.8 9.9x X 

7 60.4 70.0 77.2 9.6x x 7.2x X 16.8x X 

9 45.9 46.8 ，56.1 0.9 9.3x X 10.2 X X 

11 30.3 30.6 4ラ.5 0.3 14.9x x 1与.2xX 

13 30.1 50.8 63.2 20.7 X x 12.4X X 33.1X X I 

部
15 36.0 54.6 59.2 18.6X X 4.6 23.2X X 

17 17.9 23.0 34.6 5.1X 11.6x X 16.7X X 

19 13.6 22.4 36.1 B.Bx x 13.7x x 22.5x X 

第 7.7表 (2)

く中 1.2.3年〕

元次I1れ 1I 2 年 P2I 3 年 P3I P2 - P1 I P3 - P2 I PS一主
111 66.21 74.31 77.91 8.1x X 1 3.6 1 11.7 

3 ラ7.8 59.6 56.8 1.8・ -2.8 -1.0 

5 74.7 77.0 82.3 2.3 5.:-X 7.6X X 

7 86.2 81.3 89.0 -4.9 7.7X X 2.8 

9 71.1 74.1 77.2 3.0 3.1 6.1X 

11 61.1 66.7 69.4 -0.4 2.1 2.3 

13 44.2 56.0 63.3 11.8x X 7.3x X 19.1 X X 
筒i 1ラ 33.6 36.8 40.7 3.2 3.9 7.1x X 

27.1 32.1 5.0x 8.6X X 13.6X X 
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お之空I4年 P1I 5 年 P2I 6年 P3 I P2 -叶 P3-_P2 I Pa - PJ 

19 25.8 40.4 47.0 14.6x x 6.6X 21.2 X X 

1 21 9.3 17.2 19.7 7.9x x 2.5 10AX X 

23 9.1 19.4 18.6 1O.3x X -0.8 9.5x x 

25' 5.6 10.0 12.1 4.4 2.1 6.5X 

剖i 27 3.3 5.8 . 7.2 2.5 1.4 3.9 

29 ，2.2 2.5 5.6 0.3 3.1 3.4 

く中 1.2.3年〉

命之 年I1年 川 2 年 P雪 I:3 ~ t's I P2 -叶 PS - P2 I Pa - PJ 

2 72.4 77.5 77.4 5.1 x -0.1 5.0x 

4 62.9 65.8 67.8 2.9 2.0 4.9 
2 6 57.3 48.7 42.5 -8.6 -6.2 -14.8 

8 63.3 70.0 70.5 6.7x x 0.5 7.2x x 

10 55.3 60.7 72.9 5.4x 12..2 x x 17.6x x 

12 40.9 42.8 56.8 1.9 14.0x x 15.9X x 

14 4:3.1 46.2 61.1 3.1 14.9x x 18.0x x 

'ffll 
16 37.1 44.6 50.6 7.5x x 6.0x 13.5xx 

18 18.0 45.1 う3.2 7.1x x 8.1x x 15.2x x 

20 17.5 :<'61 21.3 8.5x x -4.8 3.7 

く中 1. 2. 3年〉

甫剖 1 年 PJI 2年 P2.I :3 ~ P3 I P2ー叶 PS- P2 I九一 P1

68.4 76.8 79.9 8.4x X 3.1 11.5 x x 

。" 58.4 58.3 60.2 -0.1 1.9 1.8 
3 

う 61.4 72.9 -5.7 11.5 x x 5.8x 

7 81.1 86.6 87.0 5.5x 0.4 5.9X 

9 53.6 51.8 65.3 -1.8 13.5X X 11.7x x 

11 4斗.0 55.0 61.5 12.0X X 5.5X 17.5 x X 

37.8 44.9 52.8 7.1XX 7.9X X 15.0x X 

部
49.3 59.8 52.3 1O.5X X ー7.5 3.0 

17 24.2 28.6 34.2 4.4 5.6x 10.0x x 

19 15.1 21.4 31.3 6乃x 9.9xX :6.2x x 
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く中 1. 2 .3年〉

時々 司 1年 P1I 2年 PgI :'1年 P3I P2 -P1 I P3 - P2 I P3 =-~ 
59.3 62.5 59.1 5.2 -5.4 -0.2 

74.2 83.0 83.9 8.8x x 0.9 9.7X X 

4 6 77.8 81.5 85.2 3.7 3.7 i.4x x 

8 49.6 55.8 岳4.~ 6.2x 8.4x x 14.6X X 

10 %.2 44.6 46.5 8.4x X 1.9 10.3x X 

12 38.9 41.7 49.0 2.8 7.3x x 10.1X X 

14 50.2 55.6 67.8 5.4x 12.2x x 17.6x x 

部
16 26.0 36.4 46.ラ 10.4 x x 10.1 x x 20.5x x 

18 34.9 41.5 47.9 6.6x 6.4x 13.0x x 

20 18.2 23.9 33.1 5.7x 9.2x x 14.9x x 

頁数の関係で，小学校123年の比較表をのせることができなかったが，そ

の結果を要約するとつぎのようになる。

第 1部 認 し、 の 問 題

語いの中でも，絵との結合でみたものは，作成の際の意図からみても明らか

なように入門期を主対象とするものであった。そこで， 1年と 2年には，おお

むね1%の危険率をもって有意差がみとめられた。しかし， 2年と 3年の聞で

は，約5%の危険率で有意差のみとめられるものが大部分であったが，有意差

の認められないものもかなりあった。要するに絵の問題は一年生向ぎでやさし

いために， 2年と 3年の学年差の弁別性がややうすいということになる。けれ

ども，単独に提出した語い問題では， 1年 2年 3年の簡にそれぞれ，順当に弁

別性が認められる。ことに，文中における語いの適用をみる問題では， 1年と

百年には高度の弁別性がみられる。そして総合的には，この語いの問題には，

適度の学年差が現れていると思われる。

第 2部 簡単な文の問題

42題のうち，始めの8閉までは，2年と 3年に弁別伎が乏しい。これも，語

いの絵の問題と同じく， 1年生むきの構成であるために生じた結果であろう。

後半になって文型が複雑，多種になるに従って有意差がますます明確に生じて

くる。
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第 3部 複雑な文の問題

主主初の10題は. 1 ~生の文章読解力をみるための提出であるため， ことに 6

題ぐらいまでは. 2年と 3年にはとんど有意差がみとめられない。しかし，絵

の後半と，文章単独提出のものは，明瞭な右主主差がある。

第 4部 漢字読字の問題

問題漢字の順序は，文部省の配当試案によったわけであるが，現実には， 各

積検定数手I.nによってまちまちであるため，読字カの発達が必ずしも順調に現

れにくいことを予組していたが案外総体的にはよい結泉を示していた。全般に

1%---5%の危険E容をもって有意差を示すものが多かった。また，一般に，名

詞の成績がよかったように思われる。

小学校456年用 内

第 1昔日速 読

ほとんどが 1%の危険率をもって有意差をなしているが， 30題のうち 1題は

完全にやさしすぎて弁別性がないようであるo しかし大部分は満足すべき状混

といえる。

第 2部大
2企z
必

1題かなり，学年差の逆転しているものがあるが，ほとんど満足すべきもの

とみていい。

第 3部細 部

むつかしすぎて弁別性がうすくなったかと思われるものがあるがおおむねよ

し、。

第 4部推 理

満足すべき状態である。主に困難度が高くなりすぎて弁別性が乏しくなった

問題が結尾の方に1. 2ある。

中学校1，2， 3年用
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第 1部速 読

総体的には，中学1年主 2年では望ましい程度に平均主主が聞いているのだが

問題個別にみた場合，中学2年の正答率が中学1年のそれよりも負になってい

るものが4題あり，中学3年と 2年では3題，中学3年と 1年に1題あったの

は一考を要する問題である。何れも有意差を示すほどのものではないが，速読

には時間制限的方法の霊圧が加わるだけに，いろいろと研究を要する条件が伏

在するように思われる。ただ，全体構成からみた場合さしたる問題はないよう

に思われる。

第 2部大意第 3部細部第 4部推理

前と同じ傾向がみうけられる。

。一般に弁別性が乏しいという場合につぎの二積がある。

(1) 問題が容易で学年差が聞かない時

ω 問題が困難で学年差が開かない時

(1)の場合は，低学年用の絵の問題に見られるように，最低学年に遊応するよう

な問題は，その上位学年間では正答率があまり変わらね結果となる。こういう

場合，われわれは，その欠陥を補うために，ひとつの領域の中に，異った方法

による問題を組み入れ，総括的には，学年差の顕出する方途を講じたわけであ

る。

(訪の場合は，全体的には，末尾番号の問題に多くみられた現象であるが，こ

れは時聞があって，正答率が高くなれば，学年差が有意性をもつことがじゅう

ぶんに考えられる。結果的にはいずれも正答率が極めて低く20%ないしは， 30 

%以下であり従って差は佳・少であった。このような原因も相当考慮する必要が

あろう。

とにかしとの検定の結果は，市販のテストと比較して，おおむね満足すべ

きものであると認められる。

E 担任教師の評価との相関

統計的妥当性を検定するグライテリオンには，知能との相闘をみる方法がと

られるが，ここでは直接指導にあたった担任教師がつけた学級の児室生徒の国
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語科の成績評価と，このテスト成績との相闘をみてその妥当性を検討する方法

をとった。担任教師の成績評価は，五段階法により， -2， -1， 0， 1， 2 

とした。しかし，この評価は，担任教師により評価基準が必ずしも一定してい

ないので， これを全県でまとめて考えることには，多少の問題があろう。 した

がって，担任教師による五段階評価とテスト得点の相関については，各担任教

師ごとの相関係数を算出し，相関の有無を検定してみればよい。この件につい

てはz 前回のテストの経験もあるので，相闘のあることを信煩してよいと考え

られる。この相関係数を求めるとつぎのようになる。

第 7.8表 テストの得点と拘任教師の評価之の相関係数

お¥之年l小1年 12 年 13 年 14年 I5年 16年|中 1年 I2年 I 3 年

;ふ係引。;;j0210241J
この結果を解釈するとつぎのようなことになろう。(1)テストの得点と，教師

の評価にはたしかに相闘がある。しかし，高い相聞ではない。 ω小・中とも最

初の学年では，一般に教師の評価が甘いと考えられるし，生徒の笑カがじ唖う

ぶんに発揮されず安定していないともいい得る。 (3)小学校低学年用は，かなり

広い領域にわたって検査し，読解力検盗の名にかなりふさわしい構造をもって

いるので，教師の評価之の相関度がより高いことを期待したのであるが，低学

年の学習活動は不安定で，能力の発現もふじ。うぶんであるため予想、ほどでな

い。崎小学校高学年用および中学校用に関しては，このテスト構造が，いわゆ

る文章読解力を主対象とするものであり，文字力，語い力，音読力，談話力等

が入っていない。教師の評価は総合的なものであるので，ずれが出てくるのは

当然ともいえよう。

国語科の学力構造を精密に吟味すれば，ぎく力と話す力，話す力と読むカ，

読むカと書く力等々，各能力ごとの相闘については，いろいろのむつかしい問

題があふ

いま，テスト得点と評価の相関係数が低いからといってただちに，このテス

干問題の妥当性が低いとはいえない。上述のいくつかの理由を考えても，相関
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性がみとめられることで一応満足すべきものと思われる。

以上. 1からEにわたって検討した結果を考察して，このテスト問題は，妥

当性をもつものと判断してよろしいようである。

7.3.2適応性の検定

個々の問題は，テス ト問題としての弁別カをもたなくてはならない。この適

応性を検討するために， 上位群，下位群分析を行った。まず，各テストごとに

得点上位の母子，約25%を上位群，下位のもの約25%を下位鮮として，問題ごと

に，前出の方法 (7.3. 1 ll)によって検定した。前出と同じく用いた公

式はつぎのものである。

P1-1>2 

Z=~n12122P2(1 -nlttP~) (す+す)

ただし P1 上位群正答率

P2 中位群正答率匂s下位群』正答率として代人〕

n1 上位群人員

n2 中位若手人員 (ns下位群人員 " 

において IZI>3のときは 1%の危険率で弁別力あり. IZI >2のときは，

5%の危険率で弁別カがあると判定する。このようにして検定した結果がつぎ

の第7.9表である。ただし紙数の関係上，前節で，上位学年と下位学年の

比較の際は小学校4年生以上の分をのせたので，今回は，小学校1年から 3年

までの分を収載する。ぼう大な分量にのぼるので，これも紙数の関係上約ヌ程

度の抄出にとどめたxx I"nは危険率 1%で有意であることを示す。
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第 7，9表 (1) 上#群・下f{[群分析表 (小1年 第 1部〉

|答lて率位粧~ I 答中率位粧W;! 下答位率柾九 I Pt 一川IPz ~ P3 I ト P3 

1 86.6 84.4 岳3.7 2.2 20.7x X 22.9x X 
2 94.6 79.1 告ラ.8 lラ.5XX 23.3X X 38.8x X 
4 91.1 79.: 47.8 12.0x X 31.3x x 43.3x X 
ラ. 64.3 59.1 41.岳 5.2x X 17.5 X X 22.7X X 
7 85.( 75.1 45.1 10.6X X 30.0x x 40.6X X 

8 85.7 68.0 34.5 17.7汚× 33.5x X 51.2 X X 
10 92.9 84.4 ラ0.4 8.5X X 34.0X X 42.5 X X 
11 81.3 69.8 31.7 1l.5X X 38.1 X X 49.6X X 
13 96.4 86.7 41.6 9.7x X 45.1 X X 54.8x X 
14 78.6 69.8 31.9 8.8X X 37.9X x 46.7x x 

15 63.4 36.9 6.2 26.5X X 30.7x x 57.2 x x 
17 73.2 39.1 14.2 34.lx X 21.9x X 59.0x x 
18 74.1 .38.7 10.6 35.4X X 28.1 x x 63.5x X 
20 80.4 35.6 8.0 44.8x X 27.6X X 72.4X X 
21 88.4 43.1 6.2 45.3xx  36.9x X 82.2xx 

23 62.5 23.1 5.3 39.4x X 17.8x x 57.2x x 
24 58.0 15.6 1.8 42.4X X 13.8X 56.2x x 
25 58.0 18.2 0.9 39.8x X 17.3x x ~7.1 x X 
27 52.7 12.0 35 40.7x X 85x x 49.2x X 
28 53.6 10.2 ラ3 43.4x X 4.9x x 48.3x X 

30 21.4 4.4 17.0x X 4.4X 21.4 x x 
31 25.0 4.4 4.4 20.6x X 20.6x x 
33 27.7 3.1 21.6x X 3.IX 27.7 x X 
35 19.6 1.3 18.3x X 1.3 19.6X X 
3舌 17.9 1.3 0.9 16.6x X 0.4 17.0X x 

38 68.8 59.1 27.4 9.7X X 31.7x x 41.4 X X 
39 67.9 51.1 2ラ.7 16.8x x 25.4x X 42.2x X 
40 625 45.8 24.8 16.7x x 21.0x x 37.7 x X 
42 65.9 56.4 22.1 9.5 x x 34.3x x 43.8x x 
4) ラ5.4 48.9 1ラ.9 6.5x x 33.0x x 39.5 x x 

45 52.7 36.0 15.0 16.7 x x 21.0 x x 37.7X x 
46 36ゐ 26.2 10.6 10.4x 15.6X X 26.0x x 
48 73.2 35.6 13.3 37.6x X 22.3x X 59.9x x 
49 75.0 33.8 16.8 41.7 x x 17.0x x 58.2x x 
50 82.1 42.7 8.0 39.4x X 34.7x x 74.lx x 

52 49.1 17.8 7.1 3J.3x x JO.7x x 42.0x x 
53 67.9 16.4 6.2 51.5 x x 1O.2x x 61.7x x 
55 47.3 7.1 0.9 ~0.2x x 6.2x X 46.'!X X 
56 57.1 12.9 '!.4 14.2x x 8.5x X 52.7x x 
58' 43.8 8.0 6.2 35.8x X I 1.8 47.6 x x 

60 40.2 5.3 34.9x x 5.3x X 40.2x X 
61 27.7 6.2 6.2 21.5 X X 21.5 x x 
63・ 18.8 4.0 1.8 14.8x X 2.2 17.0x X 
64 8.0 0.4 0.9 7.6x X -0.5 7.1x X 
65 4.ラ 0.9 3.6 0.9 45x 
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第 7.9表 (2) (小1年第2部〉

同議開|接呪 lEFZIR-PE|PE一叶 P1ー
P
3

93.8 83.6 64.6 10.2x x 19.0x x 92.2x x 
3 94.6 84.0 67.3 10.6x x 16.7x X 273X x 
雪 92.0 80.9 50.4 11.1 x x :l05x x 41.6x X 
7 94.6 87.6 66.4 7.0x x 21.2x X 28.2 x x 
9 82.1 63.1 31.0 19.0x x '.12.1 X X 51.1 x X 

11 82.1 64.9 2告.7 17.2)(X 39.2x X 56.4x X 
13 '92.0 68.0 15.9 24.0X X 52.1 x X 76.1x x 
1ラ 94.6 68.4 25.9 2岳.2xx 34.5X X 70.7x x 
17 88.4 52.9 12.4 355X X 40.5X X 76.0X x 
19 92.9 40.9 4.4 52.0x x 36.5 x x 88." X X 

20 81.'.1 32.9 3.5 48.4x x 2ヲ.4xX 77.8x X I 
21 73.2 20.4 0.9 52.8x x 19.ラXX 72.3x X 
23 73.2 15.1 1.8 58.1x x 13.3x x 71.4 X X 
2与 53.6 5.8 47.8X X ラ.8xX 53.6x x 
27 40.2 3.1 37.1 x x 3.1 X 40.2x X 

29 41.1 2.7 38.4x x 2.7X 41.1 x x 
30 34.8 2.2 32.6x x 2.2x 34.8x x 
32 23.2 0.9 22.3x x 0.9 232x x 
34 16.1 2.7 13.4 X X 2.7 16.1 x x 
35 11.6 1.3 10.3x x 1.3 11.6 x x 

37 8.0 !.3 1.8 6.7x x -05 6.2x x 
3ヲ 7.1 1.3 3ラ ラ.8xx -2.2 3.6x 
"'0 6.3 1.3 1.8 ラ.Ox -05 

e事

第 7.9表(:3) 〈小1年第3部〉

問題i謀略1:幸司!議群正 I
Pj -P

2 I P2ーペ 町一P3
91.1 83.1 53.1 8.0x x 30.0x x .58.0x x 

3 90.2 64.0 25.7 26.2x x 383X x 64.5 x X 
号 59.8 37.3 6.2 22.5 x x 31.1 x x 53.6X x 
7 7下.7 27.6 12.4 50.1x x 15.2 x x 白5.ラxx
9 455 6.1 4.4 39.4x X 1.7 41.1 x x 

11 27.7 4.0 8.0 23.7 x x -4.0 19.7 x x 
12 82.1 60.Y 25.7 21.1 x x 35.2x X 56.4X X 
14 62.5 37.8 18.6 24.7x x 19.2x x 43.9x X 
15 31.3 21.3 1ラ.0 10.0x x 6.3x x 16.3x x 
17 295 11.1 3.5 18Ax x 7.6x x 26.0x X 

19 49.1 11.6 4.4 37.5 X X 7.2X X 44.7x X 
20 25.9 8.4 2.7 175x x 5.7x x 23.2x x 
22 34.8 10.2 も.2 24.6x X 4.0x 28.6X X 
24 25.0 53 4.4 19.7x x 0.9 20.6X x 
25 24.1 8.9 1.8 15.2x x 7.1x x 22.3x x 

27 11.6 2.7 2.7 8.9 

一
8.9x X 

30 4.5 3.1 3.5 1.4 -0.4 1.0 
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第 7，9表 (4) く小1年 第 4昔日〉

同会計212PR|碍開 IPl一川 町一PsI P1 
- PS 

1 92.9 68.1 8.0x X 16.8x X 24.8X X 
3 

2 100.0 97.8 79.6 2.2X 18.2x x 20.4x X 
4 99.1 96.9 82.3 2.2x 14.6x X 16.8x X 
5 98.2 97.3 77.0 0.9 20.3X x 21.2x X 
7 99.1 91.1 61.9 8.0x x 29.2x x 37.2x x 

8 97.3 92.9 69.0 4.4x 23.9X x 28.3x x 

I1 10 78.6 82.2 27.4 -35・.6 54.8x x 51.2x x 
11 75.9 60.9 30.1 15.0x x 30.8x x 45.8x x 
13 78.6 69.8 49.6 8.8x x 20.2x x 29.0x x 
14 91.1 85.7 63.7 4.4x 之3.0xx 27.4x x 

15 58.0 49.3 29.2 8.7x x 20.1 X x 28$x x 
17 46.4 26.2 13.3 20.2x x 12.9x X 33.1 X X 
18 64.3 44.4 21.2 19.9x x 23.2x x 43.1 X X 

11 20 96.4 88.4 50.4 8.0x x 38.0x x 46.0x x 
21 46.4 28.9 17.7 17.5Xx  11.2 x x 28.7x X 

ー 23 37.5 26.7 12.4 19.7 x x 5.4x x 25.1 x X 
24 19.6 17.8 2.7 11.2 x x 5.7X x 16.9X X 
25 18.8 8.4 3.5 1.30x x 2.3x 15.3x x 
27 21.4 5.8 8.0 5.4x X 8.0x x 13.4x 
28 56.3 16.0 11.5 30.5x x 14.3 X x 44.8x x 

!I 30 12.5 25.8 1.8" 8.5X x 2.2x 10.7X x 
31 10.7 4.0 I I 8.0 6.3x X -3.6 2.7 
33 17.9 4.4 5.3 12.6x x 12.6x x 
34 30.4 5.3 3.5 18.4x x 8.5x X 2る.9xx 

'1 35 21.4 12.0 15.6X X 5.8x x 21.4 x x 

37 33.0 ラ.8 2.7 25.4x x 4.9x 30.3x x 
38 11.6 7.う 1.8 6.3x x 3.5 X 9.8x x 

，1 40 5.4 ラ3 0.9 2.7x 1.8 4.5x 
41 2.7 2.7 0.9 0.9 0.9 1.8 
43 2.7 1.8 2.7 0.5 0.5 

44 7.: 2.2 3.5 6.7x X 3.1 3.6X 
!~ 45 5.4 0.4 0.9 5.0X X 0.5 4.5X 

47 5.4 0.4 3.6x 1.8 5.4x x 
48 5.4 1.8 0.9 5.0x x 0.5 4.5x 
ラ0 5.4 4.4 5.4x X 5.4x x 

日l 4.5 1.8 2.7X 1.8 4.5X 
53 4.ラ 0.9 2.7 3.6x -1.8 1.8 
55 3.6 1.3 2.3x 1.3 3.6 
56 1.8 0.4 0.9 1.4 -0.5 0.9 
58 3.6 1.8 0.9 1.8x 9.0 2.7X 

60 2.7 1.3 一 1.4 1.3 2.7 X 
61 0.9 0.9 0.9 0.9 
63 一. 0.4 ". -0.6 0.4 
64 1.8 1.8 一

1.8 
65 0.9 0.4 0.5 0.4 0.9 
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第 7.9表 (5) 上位 群 ・下位群分析表

(/1、2年第1部〉

問題 1器時lgpzlr正IP1 - Pz I Pz一川P1- PS 

92.0 82.3 69.9 9.7x x 12.4x x 22.1x x 
2 95.6 91.6 65.5 4.0X 26・lXX 30.1x X 
4 98.2 91.6 74.3 6.6><' X 17.3x X 23.9X X 
5 87.岳 65.9 49.6 21.7 X X 16.3x X 38.0x X 
7 98.2 85.0 75.2 13.2x x 9.8x x 23.0災 X

8 94.7 89.8 63.7 4.9x 26.lx X 31.0x x 
10 99.1 92.9 77.9 6.2x x 15.0x x 21.2x x 
11 94.7 83.6 74.3 11.1 x x 9.3x x 20.4x x 
13 99.1 96.0 76.1 3.1 X 19.9x x 23.0x x 
14 91.2 81.0 55.7 10.2x x 25.3x x 35.5x x 

lう 83.2 o2.4 37.2 20.8x x 25.2x x 46.0x x 
17 85.0 70.8 38.1 14.2x x 32.7x x 46.9x x 
18 92.0 77.4 45.1 14.6X x 32.3x x 46.9x x 
20 92.9 86.7 49.6 6.2x x 37.1x x 43.3x X 
21 95.6 85.8 46.9 9.8x x 38.9x x 48.7X X 

23 85.8 69.0 24.8 16.8x X 44.2x x 61.0x X 
24 93.8 71.7 27.4 22.1 X X 44.3x x 66.4x x 

25 92.9 65.0 15.9 27.9x x 49.1x X 77.0x X 

27 89.4 61.9 17.7 27.5x x 44.2x x 71.7 x x 

28 守4.7 63.3 8.0 31.4x x 55.3x x 86.7x x 

30 48.7 17.3 3.5 31.4X x 13.8x x 45.2x x 

31 71.7 31.9 6.2 39.8x x 25.7x x 65.5x X 

33 80.5 38.9 2.7 41.6x x 36.2x x 77.8x x 

35 56.6 19.0 0.9 37.6x x 18.1x x 55.7x x 

36 49.6 15.5 3.5 34.1x x 12.0x X 46.1x x 

38 71.7 55.8 46.0 15.9x x 9.8x x 25.7x x 

39 69.9 47.8 32.7 22.1 x x 15.1X X 37.2x x 

40 69.9 68.1 45.1 1.8 23.0x x 24.8x x 

42 46.0 62.4 45.1 -16.4 17.3x x 0.9 

43 42.5 45.1 26.5 -2.6 18.6X x 16.0X x 

ラ日 69.9 39.4 21.2 30.5x x 18.2 x x 48.7x x 

46 61.1 36.3 20.4 24.8x x 15.9x X 40.7x X 

48 85.8 74.3 41.6 11.5x x 32.7x x 44.2x x 

49 90.3 73.5 49.6 16.8x x 23.9x x 40.7x x 

50 99.1 89.8 49.6 9.3x x 40.2x x 49.5x x 

52 87.6 52.7 31.9 34.9x x 20.8x x 55.7x x 

53 77.0 54.9 23.0 22.1X X 31.9X X 54.0X X 

55 90.3 44.7 10.6 45.6X X 34.1 X X 79.7x X 

56 86.7 61.9 18.凸 24.8x x 43.3x X 68.1x X 

ラ8 79.6 51.3 15.9 28.3x x 35.4x X 63.7X X 

60 90.3 . 50.0 7.1 40.3x X 42.9x X 73.2x X 

61 74.3 30.5 3.5 43.8x X 27.0x X 70.8x x 
63 76.1 25.2 . 1.8 50.9x X 23.4X X 74.3x x 

64 50.4 8.4 1.8 42.0x X 6.6X x 48.6X X 

65 51.3 8.0 0.9 43.3x x 7.1x x 50.4Xχ 
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第 7.9表的) 。i、2年第2部〉

問題 I上骨位率群正P1|| 答中位率群正h || 下符位率群正~ I P1 - P2 I P2 - P3 I P1 - PS 

1 95.6 91.6 71.7 4.0x 19.9x x 23.9x X 
3 98.2 92.9 735 5.3x x 19.4x X 24.7x X 
5 98.2 90.3 63.7 7.9x X 26.6x x 34.5x X 
7 100.0 97.3 81.4 2.7x 1ラ.9XX 18.6x X 
9 91.2 84.5 1. 57.5 6.7x X 27.0x x 33.7 x x 

10 96.5 79.2 575 17.3x x 21.7xx 39.0x x 
12 70.8 55.3 37.2 15.5x x 18.1 x x 33.6X X 
14 96.5 885 56.6 8.0x x 31.9x x 39.9x x 
15 95.6 87.2 52.2 8.4x x 35.0x x 43.4x x 
17. 96.5 81.9 46.9 14.6x x 35.0x x 49.6x X 

19 100.0 92.ラ 47.8 7.5x X 44.7 X X 52.2x X 
20 98.2 87.6 41.6 10.6x X 46.0x x 56.6X X 
22 85.8 63.7 27.4 22.1x x 36.3xx 告8.4xx 
24 82.3 67.3 2u.4 15.0x x 46.9x x 61.9x x 
2う 100.0 68.1 13.3 31.9X x 54.8x x 86.7x x 

27 73.5 49.1 7.1 24.4x x 42.0x x 66.4x x 
30 9宮.0 51.8 11.5 40.2x x 40.3x x 80.5x x 
32 85.8 29.6 3.5 56.2x x 26.1 x x 82.3x x 
34 74.ラ 21.2 1.8 53.1 X X 19.~x x 72.5x x 
35 54.0 10.6 43.4x x 10.6x x 54.0X X 

37 50.4 8.8 1.8 41.岳xx 7.0x x 48.6x x 
39 47.8 5.3 42.5 x X 日.3xx 47.8x x 
40 34.5 5.3 29.2X x 5.3x x 34.5xX 

第 7.9表 (7) く小2年第3昔日〉

問題 I 答ヒ率{立群正~ I 答中{率立群正円 I 下:答位率群IPEa | | PI 一

! I ~~.~ I ~!.~ I !~.~ I .? ~X x 16.8x x I 22.2x x I 
3 [ 92.9 [ 81.0 ラ3.11 11.9 x x 27.9x x I 39.8x x I 
5 84.1 58.'1 33.6 25.7x x 24.8x x 50.5x x 
7 84.1 67.7 30.1 16.4 x x 37.JX X 54.0x x i 
9 88.5 51.8 10.6 36.7x x 41.2x'x 77.9x x 

10 '16.1 34.5 8.0 41.6X X 26.5x x 68.1 x x 
12 92.9 88.1 71.7 4.8x 16.4x x 21.2x x 
14 78.8 65.0 37.2 13.8x x 27.8x x 41.6x x 
15 72.6 37.2 25.7 35.4x x l1.5x x [， 46.9X x 
18 77.9 41.6 23.9 '3岳.3xX 17.7xX 54.0X X 

20 84.1 51.8 z 17.7 32.3x x 34.1x x 66.4x x 
22 81.4 38.1 15.0 43.3x x 23.1 x x 66.4x ~く
24 76.1 33.6 . 12.4 4.25x x 21.2x x 63.7x x 
25 39.8 7.5 5.3 32.3x X 2.2x 345xx 
28 47.8 14.2 6.2' 33.6x x 8.0x x 41.6 x x 

30 12.4 4.9 2.7 7.5x x 2.2x 9.7x x 
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第 7.9表 侭) (小2年第4節〉

問題 I上答率位群正Pl 答中率位粧p; 1下答率位粧P3 l p，i ー P2 I P。・-PS I Pl 一巳3I 
1 97.3 9.7x X 8.8x x 
ワ lOO:O I 99.6 94.7 I 0.4 4.9x 5.3x X 
4 98.7 92.0 I 0.4 6.7x x 7.1x x 
5 95.告 96.0 90.3: -0.4 ラ.7xx ラ.3xx 
7 9';.9 87.6 3.1X 9.3X X 12.4x X 

8 98.2 97.8φ 89.4 0.4 8.4X X 8.8x x 
10 89.4 66.8 3B.l 22.6X X 28.7x x ラ1.3xX 
11 る6.8 42.5 6.7X X 24.3X x 31.0X.X 
13 92.0 805 うち.7 l1.5xx 24.8x x 36.3x x 
1~ 94.7 93.8 90.3 0.9 35X 4.4X 

lラ 98.2 92.5 82.3 与.7XX 10.2X x 15.9X X 
17 99.1 96.0 81.4 3.1X 14.6X X 17.7x X 
18 92.0 81.0 54.9 11.0X x 26.1X X 37.1X X 
20 98.2 97.ヨ 88.5 0.9 8.8X X 9.7X X 
21 90.3 87.2 68.1 3.1x 19.1x X 22.2x X 

23 98.2 9うゐ 80.5 2.6>< 15.1X x 17.7x x 
21 92.0 94.7 17.0 -2.7 17.7x X 15.0x x 
25 95.6 80.5 575 15.1x x 23.0x x 38.1x x 
27 84.1 81.4 64.6 2.7x 16.8x X 19.5X X 
28 9":.7 9う.6 82.3 -0.9 13.3X X 12.4x X 

3心 78.8 もちろ 33.岳 13.3x x 31.9x x 45.2>< x 
51 85.0 71.7 48:( 13.3x x 23.0x x 3品3xx
.33 89.4 67.3 う6.5 22.1X X 10.7>< X 32.8x x 
3守 93.8 89.4 61.1 4.4x 28.5x x 32.7x x 
35 98.2 84.5 46.0 13.7x x 38.5xx 52.2>< x 

37 86.7 54.0 19.5 32.7X X 34.5xx 67.2x x 
38 87.6 77.9 34.5 9.7X x 43."x X 53.1><X 
10 30.1 26.1 18，岳 4.0x 75x X 11.5x x 
41 44.2 44.7 19.5 -0.5 25.2x x 24.7x x 
43 41.6 19.日 17.7 22.6X X 1.3 23.9x X 

44 47.8 40.3 2ラ.7 7.5x x 14.6X X 22.1x x I 
45 23.0 25.2 10.6 -2.2 14.6x X 12.4x x I 
47 43.4 15.0 8.8 28.4X X 6.2x X 34.6X X I 
今8 9.7 4.0 0.9 5.7x >< 3.1X 8.8x x I 
ラ0 58.4 4告.ラ l告.8 11.9x x 29.7x X' 41.告xxl

51 9.7 8.4 4.4 1.3 4.0x 5.3x X 
53 11.5 5.8 1.8 5.7x x 4.0X 9.7x x 
ララ r・5 8.4 3.ラ 11.1 X x 4.9x 16.0X X 
56 3.9 8.0 2.7 15.9X x 5.3x x 21.2x x 
58 7.7 7.1 1.8 10.6x x 5.3x x 15.9x X 

。o 33.5 27~9 8.0 5.7x x 19.9x x 25..'>x X 
61 7.1 3.5 1.8 3.6X 1.7 5.3x X 
(>3 19.5 7.ラ 5.3 12.0x X 2.2x 14.2x x 
' .. )'1- 26.5 6.2 1.8 20.3x x 4.4X 24.7x x 
65 7.1 1.8 0.9 5.3x x 0.9 6.2x x 
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第 7.9表 (ω 上位群 ・下位群分析表 。l、3年第1部〉

吋器開|滋句|議事下互 い-叶 P2- Pa I P1 - Pa I 

1 92心 88.0 7ι.1 4.0X 11.9x x 15.9x x 1 

2 100.0 97.8 85.0 2.2x 12.8x x 15.0x x 1 

4 98.\~ 95.6 78.8 2.6x 16.8x x 19.4x x 1 

5 76.1 72.9 61.1 .3.2x 1 !.8x x 15.0x x 
7 95.6、 95.1 69.0 0.5 26.1X X 26.6x x 

8 96.5 69.5 73.5 0.9 22.lx x 23.0x x 
10 100.0 96.0 77.9 4.0X 18.1 x x 22.1x x 
11 99.1 94.2 76.1 4.9x x 18.1X x 23.0x X 
13 100.0 98.7 83.2 1.3 15.5 x X 16.8x x 
14 91.2 92.0 69.9 -0.8 22.lx X 21.3x x 

15 89.4 76.4 57.4 13.0x X 19.0x x 32.0x X 
17 90.3 82.2 61.9 8.lx X 20.3x x 28.4X X 
18 96.5 94.2 65.5 2.3x '28.7x x 31.0x x 
20 99.1 92.0 63.7 7.IX x 28.3x x 35.4x x 
21 97.3 94.2 69.0 3.lx 25.2x x 28.3x x 

23 88.5 80.4 54.9 8.1X x 25.5x X 1 33.6x x 
24 92.9 84.4 54.9 8.5x X 29.5X X 38.0x X 
25 97.3 92.9 44.2 4.4x ~~.~~ ~ I 53.1 x X 
27 96.5 81.8 46.9 14.7xx 34.9x x 49.6X X 
28 98.2 88.'1 39.8 9.8x x 38.6x x 58.4x x 

30 55.7 33.3 10.6 22.4x x 22.7x x 45.1x X 
31 85.0 60.4 19.5 24.6x x 40.9x x 65.5x x 
33 87.6 77.3 ?~.~ 1. 

10.3x x 47.2x X ち;7.5xX 
35 69.0 51.1 17.9x X 30.1 x x 54.0x x 
36 59.3 46.2 17.7 13.1 x x 28.5x x 41.6x x 

38 80.5 65.8 51.3 14.7X x 14.5x x  29.2x x 
40 79.6 70.2 65.5 9Axx 4.7x 14.1 X x 
42 46.9 56.0 63.7 -9.1 -7.7 -16.8 
43 54.0 47.6 39.8 6.4x x 7.8x x 14.2x x 
45 84.0 66.2 39.8 17.8x x 26.4X x 44.2x x 

46 81.4 59.6 ~0.1 21.8 x x 29.5x x 51.3x x 
48 91.2 89.8 54.9 1.4 34.9x x 36.3x x 
49 9'1.7 77.8 54.0 16.9x x 23.8x x 40.7x x 
50 97.3 97.8 67.3 -0.5 3O.5x x 50.0×× | 
52 95.6 87.6 48.7 8.0x x 38.9x x 4也.9XX

53 98.2 78.7 57.4 19.5 x x 21.3x x 司0.8xx 1 

55 98.2 76.0 36.3 22.2x x 39.7x x 61.9x x 
56 気).3 82.7 46.9 7.6X X 35.8x X 43.4X X 
58 88.ラ 74.7 31.9 13.8x X 42.8x X ラ6.6xX 。。 88.5 77.8 29.2 10.7x X 48.bX X 59.3x x I 

61 85.8 64.9 17.7 23.6x x 47.2x x 70.8x x 
63 90.3 56.0 18.6 34.3x x 37.4x X 71.7 x x 
64 78.8 39.6 3.5 39.2x x 36.1 x x 75.3x x I 
:;5 86.7 50.2 8.0 36.5x x 42.2x x 78.7x X I 
66 58.4 23.1 6.2 35.3x x 16.9x x 52以 X l
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第 7.9表 (10) くIJ¥:3年第2部〉

問題，:答k位率若手正P
1 

答中位率若手花
P2

|| 下答付率:群FP3 i1 Pl - h || PE ー Ps 
l 
i Pl - h 

1 99.1 %.4 85.8 32.7x X 10.6X X :3.3x X 
3 99.1 97.3 82.3 1.8 15.0x X : ，.8 X X 
ラ 100.0 97.3 76.1 2.7x 21.2 x x 23.9x x 
7 99.1 98.2 86.7 0.9 11.5x x 12.4 x X 
9 97.3 92.4 65.5 4.9x 26.9x X 31.8 x X 

10 98.2 89.8 61.9 !l.4x x 27.9x X 36.3xx 
12 84.1 71.1 54.0 13.0x x 17.1x x 30.! X X 
14 100.0 93.3 72.6 6.7x x 20.7x x 27.4 x x 
15 98.2 92.0 69.0 6.2x x 23.0x x 29.2x x 
18 98.2 96.0 82.3 2.2x 13.7x x 15.9x x 

20 98.2 94.2 71.7 4.0X 22.5x x 26.5 x x 
22 87.6 74.7 17.0 12.9x x 27.7x x ，，0.6XX 
24 94.7 79.1 44.2 15.6x x 34.9x x 50.5 x x 
2ぢ 100.0 91.1 37.2 8.9x x 53.9x x 62.8x X 
27 78.8 '1 64.9 23.0 13.9x X 41.9x x 55.8x x 

29 98.2 85.3 30.1 12.9x x 68.1x x 
30 99.: 84.0 31.0 15.1x X 53.0x x 68.1x x 
32 93.8 69.3 20.4 24.5x x 48.9x x 73.4x X 
34 9ラ.6 ラ8.7 12.4 36.9x x 46.3x x 83.2x x 
35 82.3 44.4 7.1 37.9x x 37.3x x 7雪之xx

37 84.1 
33728 .4 

6.2 46.3x x 31.6x x 77.9X X 
39 75.2 6.2 42.8x x 26.2x X 69.0x x 
40 67.3 25.8 3.5 81.5x x 22.3x x 63.8x x 

第 7.9表 (U) く小3年第3部〉

問題|桜町器開|謀略 P1一川町一 P3I P1 - P3 

1 9ゆ.8 85.8 2.2x 12.0x x 14.2X X 
3 99.1 %.4 61.9 2.7x 34.5X X 37.2x X 
5 86.7 77.8 54.0 8.9x X 23.8x x 32.7x x 
7 92.9 77.3 49.6 15.6x x 27.7xx 43.3x x 
9 94.7 80.0 30.1 14.7x x 49.9x x 6.46X X 

10 92.9 72.0 22.1 20.9X X 49.9x x 70.8x x 
12 90.3 91.1 69.9 0.8 21.2x x 20.4x X 
14 87.6 76.9 49.6 10.7x x 27.3x x 38.0x x 
1ラ 91.2 62.2 34.5 29.0x x 27.7xx 56.7x X 
17 67.3 40.0 28.3 27:~x x 11.7 x x 39.ox x 

19 92.9' 78.7 44.2 14.2x x 34.5xx 48.7x x 
20 82.3 71.1 40.7 11.2 x x 30.4X X 41.6x x 
22 %.5 67.1 21.2 29.1X x 45.9x x 75.3x x 
24 81.4 62.7 21.2 18.7x x 41.5x x 60.2X X 
25 59.3 . 28.4 6.2 30.4X x 22.2X x 53.1x x 

27 44.2、 24.4 15.0 19.8x x 9.4x X 29.2x x 
29 47.8 25.8 15.9 22.0x x 9.9x x 31.9x x 
30 35.1 16.4 8.8 18.7x x 7.6x X 26.3x x 
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第 7.9表 向 くIJ，3年第4部コ

問題|器時|容量群R12FEl h -hipg-pal P1-PS

1 100.0 98.7 89.4 1.3 9.3x x 10.6x x 
ーつ 100.0 99.6 92.9 0.4 6.7x x 7.1x X 
4 100.0 99.1 9ラ.6 0.9 3.5X 4.6x 
ラ 100.0 99.6 90.3 0.4 9.3x x 9.7x x 
7 100.0 98.2 87.6 1.8 10.6X x 12.4X x 

月 99.1 97.3 89.4 1.8 7.9x x 9.7x X 
10 96.ラ 83.6 53.1 12.9x x 30.5x x 43.4x X 
11 76.1 69.3 53.1 6.8x x 16.2x x 23.0x x 
13 94.7 86.2 67.3 8.5x x 18.7x x 27.4X X 
14 97.3 99.1 90.3 -1.8 8.8x X 7.0x x 

15 98.2 94.2 79.6 4.0x 14.6X x 18.6x x 
17 100.0 100.0 93.8 6.2x X 6.2xx 
18 98.2 93.8 76.1 • 4.4x 17.7xx 22.1 X x 
20 99.1 99.6 92.0 -0.5 '(.bX X 7.1X X 
21 95.6 85.8 60.2 9.8x x 25.6X X 35.4x x 

23 99.1 100.0 88.5 -0.9 115XX 10.6x x 
24 99.1 99.1 80.5 一 18.6X X 18.6x x 
25 96.5 88.4 68.1 8.1X X 20.3x x 28.4x x 
27 6ラ5 64.0 53.1 1.5 10.9x X 12.4x x 
28 98.2 97.3 88.5 0.9 8.8x X 9.7x x 

30 98.2 93.8 6:.1 4.4X 32.7x x 37.1x x 
31 97.3 94.2 72.6 3.1x 21.6x x 24.7x x 
33 99.1 95.1 77.9 4.0X 17.2x x 21.2x x 
34 99.1 97.3 85.8 1.8 115xX 13.3x X 
35 99.1 94.2 85.0 4.9x 9.2x X 14.0x x 

37 100.0 94.7 60.2 ~.3x x 34.:;x x 39.8x x 
38 100.0 973 83.2 2.7x 14.1 x x 16.8x x 
40 82.3 66.7 50.4 15.6x x 16.3x x 31.9x x 
41 93.8 89.8 50.4 4.0x 39.4X X 43.4x x 
43 95.6 93.8 73.5 1.8 20.3x x 22.1 x x 

44 96.5 92.9 61.9 3.6x 31.0x x 34.6X x 
45 92.0 87.6 55.7 4.4x 31.9x x 36.3X x 
47 96.5 82.7 53.1 13.8x x 29.6X X 4'3.4x x 
48 99.1 90.2 55.7 8.9x x 34.5X X 43.4x X I 
ラO 92.9 90.2 58.4 2.7x 31.8x x 34.5x x 

51 57.4 37.3 31.0 20.1 X X 6.3x x 
53 80.5 57.8 31.0 22.7x x 26.8x X 49.5x x 
55 54.9 49.3 29.2 5.6x X 20・lXX 25.7X X 
56 . 96.5 76.4 33.6 20.1 x x 42.8x X 62.9X X 
. 58 89.4 64.4 25.7 45.0x X 38.7x X 63.7X x 

60 99.1 80.0 33.6 19.1 x x 4る.ιxx 65.5X X 
61 56.6 38.7 16.8 17.9X X 21.9x X 39.8x X 
63 77.0 49.3 15.9 27.7x X 33-"xλ 61.1 x x 
64 81.4 ラ3.8 15.9 27.6x x 37.9x x 65.5x x 
65 42.5 24.9 8.0 27.6x x 16.9x x 34.5X X 

ー179-



表を通覧するとつぎのことがいえる。

(1) 上位群と下位群の差には完全に有意性がみとめられる。とれは，小学校

4， -5， 6年用，中学校用についても同様の結果が現れている。この結呆だけ

によっても上位群下位群分析の目的は逮せられたというべきであろう。

(2) 中位群も設定して， 三者の差違を比較したのでつぎのことが発見され

た。平均遜過率が80%程度をこすと，上位群と中位群の弁別性が概してうすれ

がちになる。とれは，ことに，第 1部の絵の問題，第3部の絵の問題等に散見

した。高学年月，中学校用の場合では，速読の始めの部分や，細部の読みとり

の部分に散見したD

(め 第4部の読字は，全i投に弁別性が一定の傾向を示さない。これは漢字の、

配当案の不定に基づくものであると推察される。(学年差の項でもふれた通り〕

他) 平均遭遇率が低く， 20~30%内外の時は，一般に中位群と下位群の聞に

有意差がみとめ難い，これらは， しかし遭遇率が上昇すれば，弁>>1]性も明白に

なってくる場合が多いように恩われる。

.(旬、全体として小学校456年用が弁別性が最も高く，中学校用がややそれ

より劣るようである。小学校1，2， 3年周は，問題領域によってややかすこよ

りがみられる。

これらのことから，小学校低学年用は，問題構成上の観点から必然的に弁別

性を低めた要閃がはらまれたように思う。

どにかく r いろいろ検討すべき点もゐろように思うが，市原テストの現況か

ら考えて， 問題の質と，適応学年の両国から考えると，およそ満足すべき経度

と恩われる。

7. 3 3 信頼 性の 検定

信頼性の検定には，折半法とりチ・ヤードソγ，キューグーの公式による方法

の二つがある。折半法による相関係数を，スピアマ九プラウン(Snearm祖-

Broun)の公式によって修正値を求める方法はいまここで述べるまでもない。

ここでは， りチードツン，キューグー (Richardsornand Kudar)の公式に

よって算出した結果をのせておく。
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第 7.10表 (1) Pチャー下ソ:;/，キみーグーの公式による

信頼度，係数算出表 . く小 1，2， 3) 

n s2-npq 
r = n-1 ・一ー一sτz一-

n 問題数

62 :被験者の企問題に対する得点の分散

P: Xを平均とするとき:

q 1 -p 

第 部

10-1 
s- | 雪 l 旬 。 I nVo ド--一二ζヱl ，. 

小1年 66 1，015 161，036 23.8 0.361 0.639 15，225 0.905 0.919 

2年 66 1，015 181，172 38・2 0.579 0.421 16，088 0.911 0.925 

3年 66 1，015 133，634 48.2 0.730 0.270 13.006 0.903 0.917 

第 一 部一
0.662 9，398 

0.436， 

0.286 B‘577 

第 一 部

00a35s32eq 団d 

ラ夕刊

0 1  7，488 0.8091 0.83 

6，969 0.7971 0.82 

第 四 部

0.21 

0.521 

0.763 

全 体

0.302 0.698 43，846 

1087.021 112.9 0.543 0.457 51，610 0.9521 0.95 

1032.341 150.6 0.724 0.276 41，563 0.9531 0.95 
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第 7.10表包} リチャ ードソンキ忌ーグーの公式

による信頼度係数算出表 〈小4-中3)

学年|πIn~1 I s! ・ p q |叩gM ， 

小4年 30 1，034 29，817 1381 0545071 1 
7，452 0.75oi 0.776 

5年 1.0.34 28，701 1ら 0.5 0.4 7，445 0.741 0.766 

6年 1，0.34 33，082 17.7 0.~90 0.410 7，257 0.781 0.808 

中 1年 1，0.34 24，40ヲ 11.6 0.387 0.613 7，117 0.708 0.732 

2{手 1，034 30，947 0.433 0567 7，365 0.762 0.788 

芳年 1，034 34，099 14 0.467 O.う3~ 7.467 0.781 0.808 

第 一 昔日

一一20 

l J3D。D0筋0同B5551 封司現刻 i久.902

8.1 0.405， 
O00A •. 459290051 1 | 

0.677 0.713 

5年 20 1.0531 17，928 10.2 0.510 0.721 0.759 

6年 20 1，0531 17，044 0.580 0.714 0.752 

70 1，0531 1"，108 0.540 

2年 20 1，0531 15，549 10 0.51 0.485 0.715 

3年 20 1，0531 15，591 11.2 0.56 0.440 0.720 

第 部

小4年 201 1.0531 15，9251 9.~ 0.4501 0.5501 1.950t 0る8910・726

5年 201 1，0斗叫叙11 10.71 0.5351 0・4651 4.976' 0・似 口 湖

6年 201 1.0531 14 ，9261 11.51 0.5751 0泊予 4.888j 0.6731 0.708 

中 l年 201 1，0531 16，6241 9.21 0.1601 D.540) 4.~681 0刈1/ 0.738 

2年 201 1，053' 町

3年 201，053j 19，9291 11・40.5701 0.434.9021 0・7541 0・7941

事巨 四 昔日

小4年 20 
121 吋拍 0550 

454リm9ラ74《司S1 ! 

ラ年 20 1.053， 15，8831 1 Q.9 0.54 0.155 0.688 0.724 

6年 :w 1 ，05~ 16.5501 12.2 0.61 0.390 0.713 0.751 

中 1年 20 1，053' 13，5041 9.7 0.485 D.515 0.630 0.66 

2{手 20 1，0531 15.8751 10.7 0.535 0.465 0.687 0.72 

ヨ年 20 1，0531 17 ，2351 11.7 0.585 0.415 4，856 0.718' 0.756' 

全 体

小4年 90 0.443 0.557 22，208 0.902 

5年 90 1，0111 245，451' 48.1 O.ラ，，， 0，466 22，396 0.909 

6年 90 1，011 256，657 53.0 0.589 0.411 21，787 0.915 

中 l1f. 国 1γわ21 3~吋 0.440 0.5ω 22，J76 0.897 

2年 901 1，0111 260，9801 44.1 口.1YO 0.510 22，491 0.914 

3年 901 1，0111 268，7541 48刊 0.538 0.462 22，370 0.9171 
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第 7.11表 (3) リチャ{ドソ y ・キューグ戸の公式

による信頼度係数学年一覧

\---z~ 1小 1 I 2 I sI <4 I 5 I 6 /t=P 1 I 2 1 3 

信頼度係数I0供81 0ベ吋叶吋吋吋叶

牛島義友氏の d教育のための標準検査1/によれば，信顔度係数のひとつの基

準として，つぎの数通をあげておられる。

0.85一一088 標準検査ではほとんどあらわれない。

080-0.84 非常に望ましい。

0.80-0.88 

0.70一一0.78

O.回以下

現，s:あるよい検査。

現在ある普通の検査。

イ同別検査では不可，集団検査ならこの程度のものも

使用でをる。

これによってみる主，この公式による係数では，きわめて高い信頼性を示し

ているものといえよう。

7. 3. 4 選択肢の反応分析

選択肢の適否は， 問題内容の妥当性を検討する立場からきわめて重要な問題

.である。この反応分析を反覆してわれわれは，予備テストを修正して，本問題

を作成してきたのであるが，本テス トの結果の 1例をあげればつぎの第7.12表

のようになる。(紙数の制約上，ごく 1部にとどめなければならない。〉

これは第二次標本(平均450名前後のもの〉について検討したものである。

この選択肢の反応分析によってつぎのことを検討した。

(1) 正答肢以外の特定の選択肢に反応が集中していなし、かどうか。

(2) 無反応もしくは，反応度のをわめて低い選択肢の検出と吟味。

(3) (めの選択肢のうち，困難度の低減に伴い平均通過率が高まるにつれて，反

応が少なくなっていく選択肢のゐ-無。

ω) 平均通過率20%以上の問題で正符の選択肢よりも多くの反応を示している

選択肢の有無。
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第 7.12表 選択肢反応分 析 表

く小4年第1部〉 ※問題は無作為抽出

総¥切|時¥¥明 1I時¥川
1 5.1 1 12.0 9.1 

② 91. 2 12.2 2 17.1 2 173 

3 1.5 3 10.8 ③ 45.2 3 18.3 
ヨ 2 16 13 

@ 4 0.9 4 10.6 4 2.4 29.9 

5 3.8 ⑤ ラ9.3 5 0.1 ち 175 

ム 1.5 ム '2.0 ム 23.2 ム 7.9 

1 4.3 ① 50.0 I 7.8 

2 1 

22.3 

2 6.2 2 19.3 2 5.4 14.1 

③ 80.1 3 19.1 ③ 20.6 6.6 
9 6 21 15 

4 1.2 4 3.9 4 2.5 29.0 

F 4.9 5 4.1 5 3.6 16.3 

ム 3.3 ム 3.6 ム 16.1 ム 12.1 

① 71.5 1 17.1 1 0.05 ① 25.6 

2 2.4 2 10.8 2 0.05 2 8.5 

3 7.2 3 8.0 ③ 4.9 3 4.4 
12 10 28 17 

4 5.0 4 9.3 4 1.4 4 1ラ.3

5 4.8 ⑤ 51.1 5 1.3 5 24.3 

J、 9.1 ム 3.7 ム 91.4 ム 21.9 

これらの観点その他から概括されることはつぎのとおりである。

① (1)の観点については，正答肢の反応度をこえるものはみられないが，次

点を占めて，多量-の反応を示すものがある。しかし，数はあまり多くない。

② (めについては，今回は，小学4年以上は，全部，選択肢を5こ設定した

ので，作成上かなりの困難が認められる。誤まりの選択肢は2ないし3こは順

当に作成できるが，残りの1. 2の肢については，まぎらわしさを付与するの

に苦心があった。そのような結果が，かなり反映しているが，正答蔽以外の4

この誤答肢に平等な反応度を求める必要もないわけである。 Tこだ，極端に低い

ものについては，できるだけ高める工夫が望ましいわけである。

③今回は， 3こ学年共通の問題であるだけに，かなり学年の進むにつれ

て，各選択肢の反応度は変化していった。読解能力の発達につれて，文章読解

以外の他の能力が混入して，いわゆる推察力が発展しすぎて，誤答!肢に反応す
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る傾向が1部分にみえたのは，考えさせられる問題である。

④選 択肢が5こであるので，各肢は平均20%の反応率になるわけである

が，幸いにも，lE答肢をこえる反応はみとめられなかった。

以上の 4観点からみて問題のあるものは，おおむね，上位学年と下位学年の

弁別性および， 上位群，中位群，下位群の弁別性の点にも問題のあるものが多

かった。問題の妥当性，適応性には深い関係のあることが推定され，選択肢の

構造とつながりをもつことが推察される。

その他，小学校低学年用てーは，絵の選択肢， よみがなの選択肢等いろいろな

タイプのものを提出したので，被検者が，ややとまどった形で、反応したのでは

ないかと想像もされる。また小学校1年では，第3部の複雑な文における選択

肢の提出方法には抵抗を感じなかったかと危ぶまれる。これらは，次回のため

の反省点のーっとなろう。小学校高学年用之，中学校周は，終始同一方法によ

る多肢選択法であったため，解答には抵抗が少なかったものと思われる。

総じて.反応分析の結果もかなり満足すべき状態L思われる。

第 8章 読解力検査の結果と国語科学力

8.1 読解力の発達状況

今回の検査問題は， 3こ学年共通用が3積である。しかし，小学 1，2， 3 

年用と，他の二種類は問題構成が異なっているし，全学年を通しての共通問題

がないため，小学1年から，中学3年までの読解力の発達様相を明白にするこ

とは困難である。もっとも，其正に，比較するためには，5題や10題での検討

は無理であろう。

ここでは，各種類ごとに，問題種別によって，標本平均の伸長状祝をみるに

之どめる。
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第 8.1表

(2) 小 4.5.6年
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第 8.1図 標本平均の学年比較

(1) 小 1.2.3年 ※20;点換算
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この結果から，つぎのことが考察される。

(1) 小学校1年2年では，語い力が最も高いが，小学校3年では，読字カが最

高を示している。

ω 全般に，文章読解カは低いが，特に複雑な文の読解力が劣る。

{お 小学校1年では読字カは最低であり，各学年聞の差も最も長がしいが，こ

れは配当数の相違に基づく結果でおり，当然といえよう。
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(生) この 3こ学年の聞では，読解カの発達のいちじるしい学年は2年である。

(別総じて，低学年においては，読解力の第一次要素としての語いカ文乎カの

喜善遼段階であって，文や，文章の読解に関する能力の発達は未熟であるとい

えよう。

(6) 小学4年では，主題や中心思想を考える力，および発展を推理する能力が

最低であるが小学5年には，目ざましく発達して最高となり 6年でも最高位

を保持する。これは，読みの習熟に伴なって，予想をもって読み進むカ，お

よび，主題を洞察するカの発達すること，読みの背景となる経験の増大に起

因するものと思われる。

(ワ) 全般に速読の力が，優位であることも，内容の高度な文で・なければ，消化

していける実用的技能の向上とみられる。

(ω 大意をつかむ力と，細部を読みとる力は，おおむね同程度の発達をするも

のと思われ，細かく吟味すれば，相関性が高いのかもしれない。

(9) このテストの範囲では， 4年と 5年の差がいちじるしい。 一般的には， 4 

年の仲良度がいちじるしいといわれているが， 3年と 4年の落差がみれない

のは残念である。ただし，予備テストの際，小4，5， 6年用を小3年に，

小 1，2， 3年用を小4年に課した結果からみると，小4年の伸長度は顕著

であるといえる。

倒 中学用では，全く得点構造が相似であることにおどろく。問題内容の質の

相違から， /j， 4， 5， 6年の場合と反対の現象を示し，どの学年でも速読の

困難皮が最高である。これは，時間制限が小学校よりもさらに1分短縮され

ているためかもしれないが，問題内容も高度のためと思われる。

ω ここでも，大意と細部の成績が近接していて，相関度がかなり高いように

うけとれる。

(国 このテストの限りで、は，特別に伸長する学年はみとめられない。ただし，

予備テストの結果では，小6年と中学1年の学年差にはいちじるしいものが

あった。

以上，このテストでいえる限界では上述したようなことにとEる。今後，学年発

達の様態を明らかにするためには，共通問題によるテストの実施が望ましいと

恩われる。 Lかし，厳密にいえば 5~10題では， 検証することは不可能であ
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る。理想からいえば，上述した (12)までの項目も概略のことであって，各領

域ごとに尉難度も問題数も検査方法L 検査時間も全部同一にして比較するこ

とがよいと思われる。

つぎに上位若手，中位群，下位群どとにその得点構造をみると，第 82表およ

び，第 8.2図のようになる。

第 8.2表 上位群，中位若手，下位群別の得点表

小 6 年

小 5 年

項 目 I1 部 I2 

中位群 11.1(16.6)

下位群 16.叩0・3)

部A
守
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，
甘
川
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j
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部
一

m
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く注〉各部とも20点満点，'r，.換算

c )中は得点
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上位群・中位群・下位群の得点構造第 8.2図
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この得点構造は，問題構成の差異にしたがって，小学校低学年用と，小学校

4年以上の 2類に大別できる。ずこだ，この 3種とも個々の問題内容や，困難度

がちがっているので，問題構造の相似性という点から比較することは， およそ

の傾向を知ることになろう。

第 8.2図の曲線には一定の傾向性がみられる。

文章読5年では中位群下位群がだいたい一'v'状を示し，2. 小学校1， .(1) 

解の領域が陥設している。

百年の各下位群および3年の中位群では，読字力が最高に2， そして 1• '(2) 

これは高次な読解力にくらべて，形式的，要素的な漢字力のなっているが，

習得しやすさを示しているといえよう。

2 年の上位群では，前と逆の傾向を示し~状の下降型出線を示して

ーいるので漢字力は最.低となり，語い力や，簡単な文の読解力が上位を占めて
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仰 しかし小3年の上位群になると，簡単な文の読解力が頂点となり，語いカ

と漢字力がパランスを保ってくるのは，文章読解カの上昇する前提と‘も考え

られる。

(5) 小 4， 5， 6年の聞では比較的一定した傾向性は発見しにくい。概して，

曲線の変化の之しさがあけ'られる。ことに4年 B年の下位群や， 5， 6年の

中位群ならびに5年の上位群は，各領域とも平均的に発達してし、く形相がみ

られる。

(6) 3学年を遜じて，漸時lこユfL衡度を増していくことが感じられる。小6年は

もっともパランスのとれた曲線を示している。ますこ，上中下位群の聞も比較

的等間隔に聞いて順調な発達を示している。

(明会般に大意のカの発達がもっともおくれるようである。

(8) また学年の進むにつれて，各鮮とも，推理力の発達することが指摘され

る。

(9) 中学1，2， 3年の k中位群は，すべて〆へ状の山型で相似形をしてい

る。

ω 下位群は一様に/y状の電光型を示している。

ω 全体を通じてγ 速読能力が一番低い。これは前の学年発達の項でもふれた

ように，時閉じ問題の質の両面に関係することがらであろう 。

阻 また中fV:群と，下位群では，主題や発展を推理する力を頂点としている。

UID 中位群では， 1都から 4部にわたって順次に得点が上昇・しているのは，J::_

下位群と対比しておもしろい傾向である。

(1品 大意と細部を読みとるカが，上位若手と下位群では逆になっているのもおも

しろい現象である。金体を透じて，やはり，大意をつかむカ (文を要約する

力〉は高次であって，発達のおそいものと考察される。下位群で大意の力が

細部のカよりも高いのは，大意の問題の中で，最初の部分は細部のそれより・

も判断が容易であることに起因するようである。

以上のことは. 問題自体の質や，構造の差があるため速断は許されないことが

らであるが，学年の発達を考察したのと同じ意味で検討してみたものである。

さらに，この民的に沿った，細かなテスト計画によれば，この仮説が検証でき
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ることとなろう。いま，ここでは，顕出した傾向性をもとにして，以上14項の

考察を試みたわけである。

8.2 読解力ι それに影響する諸要因との関係について

読解力に影響をおよぼすと考えられる要因にはさまざまのものがあるが，こ

こでは，比較的大きな影響をもっと思われるつぎのものをとりあげた。直接的

には，教師の学習指導技術や能力，および家庭学習における指導者の指導法や

能力などが最大の影響をもつものであるが，調査，測定が困難である。この検

査では， (1)性的な要因， (2)地域的な要因， (3)家庭的な要因〔このうち，保護者

の職業と学歴〉の3点からとりまbげた。

8. 2. 1 性的な要因と読解力との関係

各学年の男女別の成績およびその成績の差は第8.3表のとおりである。ただ

しこの表は，第1次標本についての集計である。

第 8.3表 (1) 性別による成績の比較 く小学校〉

ミ冶とと 1 年 2 年 |3 年

2X〈人男 I-þ.7 ~ r-;-|男|女

人数 451450 05M31131l6~2ゐ525，m 3l 1 1 4521 451d吾1懐本平均 62.31 64.01 112.51 113.61 148.41 152.3 

標本標準偏差 27.961 27.541 33.631 32.251 32.871 31.46 

母平均ヨ日%信頼 59.76- 161.51- 1109.4- 1110.7- 1145.5-114守.5-
限 界 64.841 66.491 115.91 11651 1ラ1.31 1ラ5.1

男一女 一1.7 1 -1.1 1 -3.9 

第 8.3表 (2) く小学校〉

同~I~
年 l

女男 女労 女 |

人 数 441 439 '141 464 438 

襟本平均 39.8 39.9 47.6 48.9 52.8 53.3 

著書木標準偏差 15.45 14.64 15.97 15.36 16.73 15.31 

f限琴平均95%信頼界 14.02- 113.27- 14.41- 113.9ヲ- 115.23-113.83-
16.881 16.01 同勺 18.231 16.79 

男 一 女 -0.1 -1.3 1 -05 
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第 8.3表 (3) く中学校〉

¥d2¥¥位l学L、年~ 
1 年 2 年 3 年

男 女 男 女 男 f;( 

人 数 459 442 444 452 434 460 

模本平均 38.9 4004 43.8 44.4 48.9 47.8 

標本懐準偏差 1ラ.1 14目2 16.23 16.07 16.63 16.15 

母平均95%信頼界 37.58- 39.03- 42.36- 43.04- 47.34- 46.39-
限 40.87 41.79 45.24 45.71:> 50.46 49.21 

男 女 -1.5 -0.6 -1.1 

この平均の差の有意性をつぎの方法によって検定した。大いさ 0102なる二

組の無作為標本平均をそれぞれ 3;1，a;2とし，この二つの平均値を繰返し抽出

における一つの標本の対と考える。このとき無作為標本であるから， a:h 五らは

それぞれ独立に分布する。も し， ";1 ai2が正規分布であるならばai1，;;;2も正規

分布する。そうでない場合でも，もし 3;1{)i2が十分大きければ，.1;1' f);Zは近似

的に正規分布する。 したが1って，a;13:2が正規分布をするものと仮定すれば，

変数:/;1- :);2の積率母画数はつぎのようになる。

MY1-X~(Ø)=M言1(0) ・ M-xz(O)ーーMτ1(0) ・ M吉正ーの
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くただしlD.%1，m句はそれぞれの分布の母平均〉

この結果より， 上にのベた仮定の本とにおいては， 模本平均の差a;l一地の

分布は

平 均 mZl一言2= 1712:1 -mxZ 

= / QX12 (J'XQ2 

標準偏差 aY-Yz Y ~+ n2~' 

なる正規分布にしたがうことになる。

そこで今比較しようとする二つの層の標本が同じ平均値をもっ正規集団から

披さとられたものと仮定、すれば，これらの標本は明らかに独立でm1Ih=ffi3:2か

ら的 -a;2は
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ギ均 0

= / dZ"，l aX.12 

Jl'o'(準偏差 OX-Z2 Y百7十 Dl

なる疋規分布三どなす。しかるに σ3h，σX2は母集団におけるもので未知であ

るので，標本値より推定する。このような近似では誤差を生ずるのであるが，

桜本が50以上の場合には，この誤差は大したことはないのである。これより，

言1 一言雪|

t =_/ SX12 
I SX:? 

1fZ7+τ;-

を計算し t>3ならば1%の危険率で， t > 2ならば5%の危険率で仮説は

業却され，その差は有意となることがわかる。

いまそれぞれの学年の男女別の平均の差を検定するといずれも有意基がみら

れない。しかし，全体傾向として，小学校1年から，中学校2年までの8年間

常に女子が優位を保っている。これは，全国の方々の研失機関等で作成した国

語科学力テストでも，同様の傾向のみられることが多いようである。(特に，

1856年の宮山市における全国研究所連盟の発表大会でこのことが確認されたの

であるが。〉このことtこついては後述しTこいが，いま少しく細かくみるために

問勉領域別じ地域別の両面から男女差をみていくことにする。(有志差がな

いので，標本平均による差をあげるにとどめる。〉

第 8.4表 (1) 会県学年別領域別男女差 く男一女〉

〈小 1.2.3年〉

何一
lJfl 一 fii) i.1¥ 内 部 l

全 体
L、 漢 字

1 -0.9 -1.1 -0.6 -2.0 一1.7

2 0.7 -0.3 -1.2 ::>.8 -1.1 

3 -0.5 -1.2 -0.8 -0.7 -、 -3.9 

〈小 4.5.6年〉
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く中 1.2.3年〕

第 8.4表の概観から，つぎのことが要約される。

(1) 小学1年から中学2年までわずかではあるが，常に女子が優位の頃向を示

している。

ω 小学4年以上では一部の正確度と，二部の大意のカは，小学校では常に男

子が高い。これは， J母子が文章読解にあたって論主主的能力にすぐれていると

は判断されないが，興味ある傾向である。

(3) 逆に，三部の細部と阿部の推理では，ム・子がすぐれている。

これらの傾向は，布団作成したテストの結果とも似ているので興味が深い。

つぎに層別に比較するとつぎの第 8.5表のようになる。

第 8.5表 (1) 層別領域別男女 差 く小 1. 2. 3 ~手〉

一 会 体

市 -1.0 -0.8 -0.1 -1.8 

由工 0.6 -2.1 0.5 2.9 1.2 

年| 村 -1.2 -0.9 -0.7 -0.1 -2.8 

『 一 一
2.8 0.3 1.5 7.8 

ι0.7 -1.6 2.4 0.2 

1.4 -1.0 -1.0 -4.5 

一 '1' 0.1 -0.7 0.2 

町 -1.0 -1.1 -0.8 -0.ラ -3.4 

年 村 -1.7 -1.3 -0.9 -3.8 

(2) (/]、4.5.6年〉

体

四 市 1.5 1.6 1.1 1.2 0.2 4.0 

町 -0.3 0.7 0.8 -0.6 -0.2 

年 村 0.2 0.2 -0.2 -0.7 -0.6 -1.4 
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部|四 体

0.9 0.3 0.3 2.4 

-0.7 -0.8 -1.5 -4.2 

0.1 -0.4 -0.9 -2.1 

0.3 -0.2 

0.7 -0.6 0.3 

0.7 -0.5 -0.3 -0.3 
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この表を遜覧すると，つぎのことが要約される。

(1) 村部では，中学校2年まで，一方的に女子が首5< ，各問題領域でも，ほと

んど優位にある。

(2) 市部は，これと反対に小 1年小 6年以外はすべて男子が優位である。これ

らの現象は，都市と村部における男チ生徒のありかたや学習態度に起因する

ものが多いようであり，実態調査結果の1部を後述してふれてみたい。

(紛 町部では，不同であるが祝して低学年では女子が商<，高学年では逆転し

市と村の中間状況を示すようでゐる。

以上の傾向がなんらかの意味をもつものか，または偶然性によるものかは，現

段階では，i正確な判定がむずかしい。しかし，この原因考究の一法として，国

語科学習実態調査の1部を抄出する。
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第 8.6表 国語科に対する愛好度数

く学校単位の回答数〉

小学 校|中学校

男の方が好き

女の方が好き

男女差なjし

'
A
9
3
n
u
 

ro

，。
aJ

q

L

A

マ

21 

113 

17 

智子 ~ 
J、守る
きらい

事

正きい

-男女差，については，一世に女子が愛好し特に中学校ではいちじるしい。

個々の児童の反応の総和によって判定したものであるから全体傾向を推定する

資料にしかなり得ないが，男女差は存在するという考えは必ずしも不適切では

ない。男女の学力差とも関連して考えられる問題が存在するからである。

昭和30年度に，当研究所-が作成した「文章読解力検寮Jの全県成績について

男女別に検討してみたところ有意差には至らないtこしても，問題領域によって

かなりの，平均差がみられた。

第一次制経の結果では，女子の方がよいと判定する傾向が強いのであるが，

その理由の主なものをひろってみると，

① 女了・は国語学習に興味がある。

②女子は学習に熱心で持続力がある。

③女子(.t文学的鑑賞を好み，感情がこまやかである。

④女子は機被的な読み書きが得意である。

⑤女子は家庭学習をまじめにする。等の点があげられている。

差なしとするものの中にはヲ

①男子と女子では傾向が違う，頭脳の構造のちがいでゐる。

② t.:子がよく勉強するからよいので本来は差が11:.い。等の理由がみえる。

まずこ男子・の特質をみようとする意識のみられるものには，
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① 男子は思想的な文の連解にすぐれている。

② 男子は批判力推理カにすぐ、れている。

③ 男子は科学的よみものを好む。等がおる。

これらの理由は，端的で素朴な表現であるけれども， 一般的につぎのこ之が

らが容認されると思う。

① 学習態度は，女子がよく，学習量も女Tが多い。

⑧ 国語科愛好度は女子が強い。

@ 男女の理解や，興味の領域に差がある。

以上の三項は表層的見解にとどまるので，調査者としては，特に③に注目し

ている。

第ーに，男女の知能差の検討が，根本問題であるが，先年当研究所で，算教

労力検査作成の際r 抽出校に田中B式知能検査を同時に笑施して性別の比較研

究をした結果からは有意差が認められなかった。 (A式は，言語形式であるの

で，この結果はあるいは関連があるかもしれないが7従って根本的に優劣の差

はないものと考える。

そこで第こには，前述の③に通ずる条件として，男女の理解構造の差異が考

えられる。これは文章読解力検査の成績では，男子は<正確度>ゃく大意把握

力>にすぐれ，女子はく細部の読みとり>やく文章事実の発展の推理>にすぐ

れていた事実に基づくものでおる。 これは，国語の学力検査を作成した他府県

研究所の場合でも同一傾向であることが認知された。実践現場では，このよう

な男女の傾向を念頭において指導を進めるべきであるう。(男女の理解構造に

本質的な相違があるかどうかを精査することは容易な仕事ではない。知能興味

読書成熟度，性格，環境などの等しい標本群を整えて，実験的手法で究明して

いくような困難な作業が想定される。 〉

第三には，読みの成熟度に男女差が存在するのではないか，という仮説であ

るが，これも，生理的身体的知能的環境的条件を斉一にしての精査がなければ

ならない。

第8.7表 国語科学習活動状況 (0活発の方〉

年l 1 I 2 I 3 I 4 I 5 I 6 I 7 I 8 I 9 

男 10 1 0 1 0 1 0 1 1 1 1 1 
女 1 1 1010 101010  
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全般におも しろい傾向である。男了・は小学校高学年ごろから務次，学習活動

が不活発となる。 これは読解力検蚕の成績傾向に等しい。心理的発達段階から

くる原因もあろうが，現場と してはまず， 男子の粗放で、外向的な学習態度を改

めさせJじっくり内面に向って，文字や文章面に定着させるような指導が大切

になってくる。根元的に知能の差がないとすれば，ある程度，後天的な，学習

量や，学習の質の問題となるからだ。

第 8.8表

8. 2 2 地域的な要因と読解力との関係

地域別成績表

小学校 2年生

村

町

市

小学校・5年生

| ザ I 肝平二均 I準問偏J差I骨信9頼平5限%均界 | 

村 15.39 併.3-46コi
町 1671 50.2 :4.ラO 48.9-51.51 

市・ t 761 54.1 1号.22 ラ2.5-5ラ.6
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小学校 6年生

時す萄
95% 

信頼限界

49.6-52.4 

49.7-54.3 

兇.4-62.6

村

町

市

巾学校 2年生

地域l I ぺA仰軸〓 ||| 桜平言木均 1i綴準本J偏懐差I 母信9頼平5限%界均 | I 

村 54341j152 40.1 

町 1871 48，01 16321 45.6 

市 16649.0114.961 46.9 
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村

町

市

第 8.9表 地域別成措比較表

小学校 1年，主

町 |村
けj112.8xxI2!.3XX 

町 1 1 8.5x x 

小学校 4年生

|町|村
TおI55x xl 8.7x x 

町 1 1 3.2x 

rい争校 1午生

:155XXII::;; 

※平均の差の検定は，つぎによるc

玄 lーヨf2 

t=/子工そ?

第8.10表 (1)

小学校 2年生

|町|村
市 114'.7x x123.3X x 

町 18.6xχ 

小学校 F年生

|町 |村
市 I3.9x I 8.6x x 

冊rI 1 4.7x 

， . 

(縦側ー綴欄〉

小学校 3年生

|田r I村

市 17心xxl17.1 X X 

町 1 110.1 X X 

小学校 6年生

|町 |村
市 I8.5 x x I 9.5 x x 

田r1 I 1.0 

中学校 2年生 3年生

|105×× 

8.3x x 

武百EE小 1 年 lr12 年 小 3 年

村|町|市村|聞f I市 村|町|市

1 曲目凶 し、 21.4 25.3 2.9.9 35.7 39.6 44.9 46.0 50.5 52.7 

2 簡単な文 12.9 14.4 18.0 22.2 24.6 27.7 28.9 

3 } 5 332563521 A2 引針副3 複雑な文 7.3 8.4 10.6 13.6 14.1 1704 18.1 19.6 

4 漢字 15.6 17.3 20.0 ラ5.4 37.0 10.0 52.3 54.8 

全体 57.2 65.7 78.5 106.7 115.3 130.0 145.4 

ヨ;似本平均

すこだ し xf2 :桜木分散

η :似.本数

州域別問題種別成績表
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京事:小 4 年 145 年 小 6 年

村|町|市村|田rI市 村|町|市

1 速 議 ‘13.2 13.7 16.0 17.8 17.0 17.3 20.ラ

2 大 主主 7.5 8.5 9.5 9.61 10.9 11.7 11.2 11.2 13.2 

3 細 額i 8.4 95 10.3 10.0 11.4 12.3 11.2 11.2 12.9 

4 機 理 85 9.1 105 12.2 11.4 12.3 11.7 12.3 13.9 

一
全 体 37.6 40.8 46.3 45.5 50.2 54.1 51.0 52.0 60.5 

FH問中 1 年

中 2 年 中 3 年

村|町|市 村|町 |市 村 |町|市

1 速 読 10.8 12.3 13.6 12.3 14.3 14.1 12.ら 15.3 16.4 

2 大 主主 8.ラ 9.8 10.8 9.6 11.1 11.2 10ラ 12.3 125 

3 細 fflI 8.ラ 9.6 10.8 9.6 10.9 11.2 10.6 12.6 12.eI 

.4 推 . 理 9.0 10.1 11.9 9.8 11.7 12.4 13.5 

全 体 36.5 41.8 47.3 41.2 48.0 49.0 53.0 う5.2

第 8.11表 地域別問題種別成績比較表

テス ト 第 1部

小学校 1年生 小学校 2年生 小学校 3年生

村 町 村 田r 村

3.9X 3.9x 4.5x 

小学校 4年生 小学校 5年生 小学校 6年生

町 村 町 村 田r キサ

0.5 0.8 
市 I. 3.2γx  
町 0.3

中学校 1年生 中学校 2年生 中学校 3年生

町 村 町 ホI 町 村

1.5 
市 i-02118
町・ 2.0 2.4 X 
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テス ト第2部

小'学校 1年生 小学校 2年生 小学校ラ年生

町 村 町 村 町 村

1.5 2.4 1.6 

小母校 4年生 小学校予年生 小学校 6年生

町 村 田T 村 町 村

市

l町 1.0 1.3 

中学校 1年生 中学校 2年生 中学校 3年生

町 村 村 町 村

市 (

1.3 町 | 1.5 1.8 

テ スト負IS5部

小学校 1年生 小学校 2年生 小学校 3年生

町 村 町 村 町 村

1.1 0.5 
1: I 1.6 I3.1;.< 

1.5 

小学校 4年生 小学校 5年生 小2f牧~ 6年生

町 村 町 ホI 町 トI

市 i08119
国rI I 1.1 1.4 

rド午校 1年生 中学技 2年生 中学校 3年生

可 村 町 村 l町 村

市

I ~; I 町 1 1.1 1.3 2.0 

テス ト第4部

小学校 1年生 小学校 2年生 小学校 3年生

町 村 問I 村 国r 村

1.9 1.6 2・ラ
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とれらの表や，図からつぎのようなことが看取される。

市と村は，ほとんど，全学年を通じてそ.の差には有意牲がみられる。しか(1) 

も平均的に開いていて明確な有意差がみられる。

市左町は，小学校では，かなり開き，有意性を帯ぴているが，中学の上学
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年になると2 しだいに差が縮小されている。

(め阿Tと村の差は，市と村ほどではないが，かなりの宿意差がみられる。

まずこ，問題領域別Jにみると，第8.4阿にも現れているとおり， いろいろの型

があるようである。第8.4図に現れた曲綿は，基本的には第8.1函の型に似

ている。

(1) 小 1，2， 3年の曲線のグイフ・は，市町村それぞれ十斗哲似形であって，地

域によって反応の傾向がかわらないことを示している。語いー簡単文複雑

文一漢字の順に下降型を示すのは1年であり， これは， 8.1図について述べ

た理由によるものと思われる。

(2) 2年でも 3年でも，市町村の差別なく，複雑な文の読解カが最も陥捜して

いる。この反応傾向は，地域的な要因に影響されないものと解釈していいよ

うである。

(⑤ 小 4年や， !)、5年では，市町村ともに一定の傾向性を示して地域によあ反

応の差異はみられない。

(生) しかし，小学校6年では，市と町の形状は似ているが，村のグイプは少し

異なり，大意と細部の得点では町部に合致してくる。村部が高学年になって

伸長するためであろう。

(5) 中学1， 2， 3年はすべて 1種の上昇型である。中学1年では.市町村が

おのおの等間隔に聞いている。

(6) 中学2年では，町部が市部に接近してくる。

(7) 中学3年でも，町部は市部に合致するよ.うに接近している。この二つの現

象は，学習態度に影響がゐるものと恩われる。

以上からみて，地域差を形成する要因として，第ーに， 0地域の文化度が想定

される。その他，進学率や，家庭学習，父兄の学歴や，職業等が考えられる。

このうち，父兄の学歴や，職業等は，環境上の問題として考究することになる

が，国語科・の学習環境の実態調査からみると，都市や町部や，村音sの差異は，

突は各種の条件からかもし出されていることを知るのである。

小 4年以上で，常に市町村の)1噴に聞きをもっているのは， 1部速読力と， 4 

部の推理力である。この 2能力に特に地域的な要因が働いているとは現段階で

はいえないように恩われる。
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地域差については， 1957発行の研究紀要第14集r 国語科学習指導の笑簡を参

照されたし、。

8. 2. 3 保護者の職業と文章読解力との関係

保護司干の職業を，第1次産業から第3次産業まで三大分類し，その職業別に

児童生徒の成績を比較すると，第8，12表，第8.13表のよ うな結果を示す。

第 8.12表 保護者の職業別或績表

小学校 2年生

職

小学校 3年生 小学校 4年生

職 業|人数i軍事暗室!母95均 |職 業|!人数||筆書||磨重|円み隙均

処 l言 I WlI /.:: I信頼限界 | 降一次産業 2 ?3 言36.8 lFR .023f6古.車7買~3781.9 

第二次産業 4151 11ぷ 3>1.7-43.3

l第三次産業 1 4/.41 13.85146.2-48.6 

.小学校 5年生 小学校 6年生

職 楽|人数|豊富i寝室|ヘ56均 |職 業!人数|撃毒i霊童1母95均
|首|言 I Ul¥ 信頼限界 1- ""'，鈍l'-y"""l.IiIIs信額限界
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中学校 中学校

職

中学校 3年生

職業|γ|平|時1:ぷ
第8.12表から，各産業群ごとの成績

を比較すると，第8.13表のようにな

る。ただし， 第8.13表における数値ぬ

縦欄の平均から，横欄の平均をひいた

ものである。x印は危険率5%，x x 

印は1%で有意でらることを示す。

第 8.13表

小学‘校

保護者の職業別による成績比較表

小4F牧

小学校

小学校
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中学校 1年生

業
・

産次一一一
第

一
世
情

一
定

一
次

生
一
こ

年
一
柏
原

内
，

a

(
i
t
-
-

校
一

学
一

中
一

中学校

以上の表を要約するとつぎのことが

いわれる。第一次産業

第三次産業

(1) 第一次産業に属する児童今.徒と第空次産業に属する児童生徒の成績の聞に

は明確な有意差がある。第一次産業はほとんど村部に多く ，第三次産業は概

して都市に多いので，この差はまずこ，地域差の要因となっている。第一次産

業に属する家庭の児童生徒は，読書環境に恵まれないことが，前年度の調査

でもいえるo

(2) 第一次と第二次も，かなり有意差をもっている。

(3) 第二次と第三次は，高学年になるにつれて，しだいに接近してくる傾向が

みられる。

要するに?第一次産業の家庭環境がもっとも劣っていることが，推定できる

が，どのような条件が，どんな影響力をもっているかということは，この検査

だけでは明らかにされない。しかし，前年の調査とも照応してみるとs 国語科一

学力には，言語環境における文化度というものが，きわめて強力に作用するこ

とが考えられる。

8. 2. 4 保護者の学歴と読解力との関係

保護者の学歴と読解力との関係をも究明する予定で，資料'a:'整えてみた。

① 尋常小学校卒 ② 高小卒 ③ 青年学校卒 ④ 中等学校卒

⑤ 専門学校卒 ⑥大学卒 いずれも!日制，中退は卒業とみなす。

しかし，実際に標本を分類してみると，①尋小卒が，全体の50%を占め，

② 高小卒がおよそ30%l 35%を占めてしまうので残りの標本はきわめて僅少
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となり，⑨ 大学卒等の如きは， 1 %にみたない場合もでて〈るので，信頼性

のとぼしい結果になる。そこで，資料は収載しない。

ただ，全般院につぎのことがいえる。

(1) ④中等学校卒以上は，①，②，③のグル{フ・よりも明らかに尚い。おおむ

ね(1有意、差告ともつ。

ω特に@大学卒⑥専門学校卒のグループが高い。

(3)結局，最低グループはく尋小卒， 高小卒，青校卒〉中間グノレープは， (中

学卒〕最高グループは(大学高専Eめという， 3グノレープに分類できそうで

ある。ただし，らまりにも僅少な見木で・あるため，断定は困難であるが他の

資料とも似た傾向をもっているようである。

ωこれらのことから，保護者の学歴は，単に学歴という単一条件で，児童の

学力に影響するものではなく，家庭環境の表象的な機能をもって働くもので

あることを景苦慮したいと思うのである。

第 9章ま と め

9. 1 国語科の読解力の発達とその要因

自主解力の発達を明らかにするには，知能との相関や，読みの成熱度をあわせ

て追求することが重要である。今回li，知能の発達との関連をみることができ

なかったが，このテストの結果を読みの成熟度と考えるのは全くの誤りでもな

い。ただ，テスト構造が異なっていたため，継続的な発展を究明することがで

きなかったのはいかんである。ここでは，特記すべき事がらを簡叙しておきた

L、。

。小学校低学年

:1)小学校低学年では，まず H語いカグが発達する。

(2)簡単な文型に即しての読解力は発達するが，やや復維な文章読解力の発達

はお〈れる。

(3) 2年， 3年になると，説字カが僧大する。

(4) 総じて，低学年には，基礎的要素的な，語い力，文字力が発達するが，内
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学手的読解力は未発達である。上，中位群では，単純なy:_を読む力が順調に発

達するが，下位群では，要素的なもののみが発達する。

o小学校高学年

(1) 小4年では，推理力が劣るが， 5年， 6牛になゐと急激に発達して優位と

なる。

(2) 一定した発達傾向が目だたないが，全般に均衡のとれた発達を示す。

(⑤ 大1立をJ巴握するカの発達がややおくれ，この傾向は，低い学年や，下位群

に特に強い。

。中学校全学年

(1) 速読.大意，細部の!聞に，推理を頂点とする上昇型となる。

ω 各学年の差は平均的である。

(3) 全般に速読力がおくれているが，下位群では，細部のよみとりがややおく

れている。

棚 上中位群では，大意をつかむ力が，速読のつぎにおくれている。文を要約

する力が高次であると判断される。

。性的要因について

は).小学1年から巾学2年までの 8年間，女子が優位をしめている。

(2) この原因は，①男女の読みの成熟度のちがいか，②男女の理解構造の

差央.か，は究明してみなければ，わからなし、。

(3) しかし，現段階では，知能テスト等の資料からみると，本質的な差異はな

いとみた方がよいようである。

ゆ ただ，実態調査の結巣と照応してみると，①愛好皮，②学習態度，

③ 学習量，等に差がみられる。

(5) このことは，村部は一般に女了にリードされているが，市部では，男子が

リードしているといわれている現象からも察知できそうである。

(ω 男子が，大意をよみとる要約力にすぐれ，女チが，細部の事笑のよみとり

にすぐれて，好対照を示している。これは，前回のテストの結果にも還じ，

会園の傾向にも似ているので，男女の理解構造論がはらまれる一因となりそ

うでゐる。

。地理的要因について
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(1)市部は，文化度高く，実態調査の結果からみても好条件をそ耐えている。

(劫村部は，もっとも悪条件であり，常に市や町と有意差をもっ。

(3) 町都は，中間地帯であるが，学年の進むにつれて，都市の成績に近接する

傾向を示す0'これは，基底環境としての町が，市と同質性をもっていると解

すべきか，生徒の自覚による努力のための向上と解すべきかは明確でない

が，町は，村よりも都市に近い学習環境をそなえ，ているものと思われる。

。家庭環境的要因について

(1) 第三次主主業は，もっ之もよい影響力をもっている。

ω 第二次産業は，これにつぎ，第三次産業に近接している。

(3) 第一次産業は，もっとも恵まれない条件をもっている。

ω 大学卒，高専卒は，もっとも好ましい影響力をもち，中学卒は，普通のグ

ループを形成じ，青年学校卒，高ノj、卒，尋小卒はもっとも悪い層定形成して

いる。

ここで，問題にすべきことは，地理的要因と環境的要因が，深L、からみ合いを

もっていることである。たとえば， 大学高専卒の多くは，第三次産業に従事

し，大部分が都市に居住するのが普通の現象である。このような一連の関係が

あるので，読解カに働く要因は，有機的な観点から分析さるべきものと思われ

る。国語科の学力がブJ動的構造をもつことに注意したい。

9.2 テストの非IJ用について

1 標本児童生徒は，担任教師の読みの評価の分布の正規性，および，保護者

の職業分布のあてはまりからみて，妥当なもの主みていい。

2 学力検査の標本主して，十分な数が選ばれた。抽出精度の高さが証明して

いる。母平均の信頼区間もおおむね満足すべき状態である・。

3 得点分布曲線に，大体正規性がみとめられ，上位学年と下位学年について

は弁別カがあり，担任教師の読みの評価とも相関がみとめられるので，妥当

性が，およそ満足されたとみていい。

4 信頼度係数をみると集団検査用としては完全な程度までに高いりますこ，プ

ーロフィルをえがく用意をしたので，診断的にも用いることが可能である。

5 上位群，下位若手には明確な弁別性があるので，だいTこい適応性が満足され.'

-，209 -



ていると思われる。

以上，述べたように，この検査問題は，集団検査用として，一応，妥当性，

適応性，信頼性をもっていると思われるので，特につきFの目的で多く利用され

ることを望みたい。

(1) 児童生徒の個々の読解カを診断分析するために

(お 学級の成績を県の水準や，自校の所属する地域の水準と比較するために

(3) 学校の読解力の傾向を知るために

他学校，学級の読解指導計画の改善や，指導技術の工夫のために

(回学年の伸長疫を測定するために

9.3 反省と期待

o反 省

'(1仙1) 抵学年用

の発遼段階カか為らみると，特殊の様相をもつているので，問題に弁Zil性をもた

せるととが困難であった。

倒 低学年用における絵の問題も，絵画表象と，語表象の関連という観点から

さらに吟味すべきことがらで為ろう。

(お 低学年のアイテム数は，語い.女字をいれたので多くなった。学習生翠の

点からみて，検査時間をいますこし短縮できれば，なおよいと患っている。

(4) 1年生には，文章の後に設問して，選択肢をならべる方法が適切か否かは

いささkカミ疑問てeある。

(日 形式的な点では，問題領域ど主に多少答解方式がかわっていることも懸念

される。

(6J 小4年以上(も多肢選択法の優位を認めて，すべてとれに統一したのであ

るが，選択肢反応の結末等からみて5この肢を設定するごとの困難性をいま

さらながら感じている。

(マ) 高学年用，および中学校用でも，検査時聞がやや長いように感じられる。

問題，質を吟味し，整理すれば短縮できたかもしれない。

(8) 逮読の問題領域としての位置づけが，ややあいまいである。笑用的技術に『

は違いないが，全体構成の上から工夫すれば，問題内容がより明確にできた
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かもしれない。

。期待

(1) この検奇問題を基盤ーとして，学習指導要領の改訂と共に，将来，各学年の

共通問題を合む学年別の問題構成に展開できれば宰いであるc それが困難な

らば， !J、1年だけでも別箇にして入門期用のものが作成されることが望まし

L、。

倒 小学校高学年用，および，中学年用についても， d語い力11 と d読字力1/

の検査領域を設定したいもーのである。

的 まずこ， d語法力， 文法力11 を検査する部商も加味されるならば幸いであ

る。

〈必要するに，読解力の構造の究明に伴って，それに対応する国語科の総合的

な学力検釜の出現を期待したい。

~5) 測定用具の発達にともない，聞さとりテストや，話しかたテストの合理化

能率化も期待される。

以上の期待は，つまりは，国語科の学習指導の効率化を闘う根本心情から発

するものであり，現場の学習指導により科学性を招来したいためなのである。

現在の学習指導に，まだ，論理的，心理的検討が不足していると思われる。作

成者自身も，この検査問題に対する検討を怠らず，望ましい改訂への遍程をた

どりたいと考えるしだいである。

あれ と iJ'!. き

他の研努事業と併行しながら，鏡かい期聞に3種類のテストを作成したのは

ずいぶん骨の折れることであった。この紀要は，経費の欠乏に併う処理時間の

不足等のため，不満足な記述に終っている点，ことに紙数の関係から，資料の

全部を収載できなかった点を深くお詫びしたし、。しかし，このように完成する

ことができ，テストが他県でまで使用されているのは，ひとえに協力者各位の

御接助の賜物である。紀要中にもかがげた，問題作成委員各位，ならびに標本

対象学校各位に深甚な謝意を表する。

終始一心同体となって，この事業を進めて来た小竹所員は，低学年用の標準
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化の始まる置前，昭和32年5月不幸病を得て休職扱いとなった。御本人の心中

察するに余りあるものがある。すぐれた研究者であり，篤学で誠実な人の健康

の御回復を心からお祈りする。なお，関係者として，種々の御配慮を頂いた板

谷越所長補佐(前〉北原前所員およひ'特に御助言を賜わった武藤前所員ならび

に計算を手伝った村山氏につつしんで謝意を表して筆をお〈。

4 
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